
大
業
拾
遺
記
に
つ
い
て

久

保

卓

哉

〈
目
次
〉

大
業
拾
遺
記
に
つ
い
て

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録

巻
上
）
訳
注

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録

巻
下
）
訳
注

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録
）
跋

訳
注

無
名
氏
の
跋
文
に
つ
い
て

『
山
房
集
』
輯
録
跋

訳

魯
迅
校
録
『
唐
宋
伝
奇
集
』
収
『
隋
遺
録
』
に
つ
い
て

校
定

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録

巻
上
）

校
定

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録

巻
下
）

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録
）
跋

原
文

『
山
房
集
』
輯
録
跋

原
文

説
郛
・
百
川
学
海
等
十
三
種
対
照
大
業
拾
遺
記
校
勘
表

注

大
業
拾
遺
記
に
つ
い
て

隋
煬
帝
の
宮
中
秘
事
を

、
史
実
に
沿
い
な
が
ら
描
く
『
大
業
拾

遺
記

』
は

、
文
献
学
の
上
で

も
目
録
学
の
上
で

も

、
興
味
深

い
材

料
を
私
た
ち

に
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
李
剣
国
に

詳
細
な
報

告

が

あ
る
の
で

そ
ち
ら
に
ゆ
ず
る
が
、
小
説
史
の

（
１
）

上
で

い
え
ば
、
こ
の
書
が
『
隋
煬
帝
海
山
記

』
、
『
迷
楼
記

』
、

『
開
河
記
』
の
成
立
に
影
響
を
与
え
て

唐
宋
小
説
史
を
に
ぎ
わ
し
、

明
・
馮
夢
龍
は
こ
の
書
の
原
文
と
構
成
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て

『
醒
世

恒
言

』
巻
二
十
四
を
著
し

、
ま
た
同
様
の
書
と
し
て

、
唐
・
杜
宝

の
『
大
業
拾
遺
』
一
巻

、
『
大
業
雑
記
』
十
巻
、
唐
・
趙
毅
の

『
大
業
略
記
』
三
巻
が
あ
り
、
こ
の
書
と
の
関
係
が
推
知
さ
れ
る
。

文
献
学
の
上
で

い
え
ば

、
こ

の
書
に
登
場
す
る
陳
後
主
の
「
小

窗
詩

」
に
関
し
て

、
宋
代
の
詩
話
に
は
後
主
の
作
で

は
な
く
唐
・
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方
拔
の
作
で
あ
る
と
い
う
主
張
（
北
宋
・
蔡
居
厚
撰
『
詩
史

』
、

北
宋
末
南
宋
初
・
阮
閲
撰
『
詩
話
総
亀

』
、
南
宋
・
姚
寛
撰
『
西

溪
叢
語

』
、
南
宋
・
王
明
清
撰
『
揮
塵
録
余
話

』
）
と
、
後
主
の

真
作
の
詩
と
見
な
す
北
宋
末
南
宋
初
・
釈
恵
洪
撰
『
冷
斎
夜

話
』
の
見
解
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て

、
詩
集
の
編
纂
に
お
い

て

も
異
同
が
み
ら
れ
る
と
い
う
事
象
が
あ
る

。『
全
唐
詩

』
は
巻

七
百
七
十
五
に
方
拔
の
失
題
詩
と
し
て

輯
録
し
て

い
る
が
、
明
・

馮
惟
訥
輯
『
詩
紀
』
巻
一
百
八
は
陳
第
一
後
主
の
末
尾
に
「
付

録

」
と
題
し
た
項
目
を
設
け

、「
按
ず
る
に
小
説
家
載
す
る
所
の

後
主
と
煬
帝
の
諸
詩
は
、
辞
多
く
類
せ
ず
、
其
れ
後
人
の
依
託

た
る
こ
と
疑
い
無
し
。
今
別
に
此
れ
を
付
し
て

以
て

省
覧
に
備

ふ

る
の
み

。
」
と
付
記
し
て
こ

の
詩
を
輯
録
し
て

い
る

。
こ
れ
は

明
・
張
溥
輯
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
家
集
』
も
同
じ
で

「
付
」
と

題
し
て
こ

の
詩
を
輯
録
し
て

い
る
が
、
丁
福
保
輯
『
漢
魏
六
朝

名
家
集
初
刻
』
は
「
付
録
」
も
「
付
」
も
な
く
こ

の
詩
を
陳
後

主
集
の
末
尾
に
輯
録
し
て

い
る
。
し
か
し
、
同
じ
丁
福
保
が
編

纂
し
た
『
全
漢
三
国
晋
南
北
朝
詩
』
は

、
「
按
ず
る
に
小
窗
詩
は
、

姚
寛
の
西
溪
叢
話
に
、
此
れ
乃
ち

唐
人
方
拔
の
詩
な
り
と
云
ふ
、

故
に
載
せ
ず

。
」
と
按
語
を
記
す
の
み
で
こ

の
詩
を
採
録
せ
ず
、

巳
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩

』
は
按
語
を
も
記
す
こ
と

な
く
こ

の
詩
そ
の
も
の
を
採
録
し
て

い
な
い
。

ま
た
、
目
録
学
の
上
で

い
え
ば
、
北
宋
・
王
尭
臣
等
奉
勅
撰

『
崇
文
総
目
』
巻
二
史
部
雑
史
類
上
が
「
大
業
拾
遺
一
巻

顔

師
古
撰
」
と

、
『
大
業
拾
遺
』
と
録
し
て

い
る
の
が
最
初
で

（
『
宋
史
』
巻
二
百
三
芸
文
志
二
伝
記
類
も
同
じ

）
、
宋
元
代
の

目
録
は
こ

の
書
を
『
南
部
烟
花
録
』
一
巻
と
録
し
（
南
宋
・
晁

公
武
撰
『
郡
斎
読
書
志
』
巻
二
上
雑
史
類
、
南
宋
・
尤
袤
撰

『
遂
初
堂
書
目
』
小
説
類
、
元
・
馬
端
臨
撰
『
文
献
通
考
』
巻

一
百
九
十
五
経
籍
考
二
十
二
雑
史

）
、
ま
た
『
大
業
拾
遺
記

』
一

巻
と
録
し
（
『
遂
初
堂
書
目
』
雑
史
類

）
、
ま
た
『
大
業
拾
遺

録
』
と
録
し
（
南
宋
・
鄭
樵
撰
『
通
志
』
巻
六
十
五
芸
文
略
第

三
雑
史

）
、
ま
た
『
隋
遺
録
』
一
巻
と
録
す
る
（
『
宋
史
』
巻
二

百
六
芸
文
志
五
小
説
類

）
。

現
存
す
る
版
本
で

は
『
大
業
拾
遺
記
』
と
し
て

伝
わ

る
こ

の

書
が

、
宋
元
の
目
録
に
『
大
業
拾
遺

』
『
大
業
拾
遺
録

』
と
も
録

さ
れ
て

い
る
の
は
、
書
名
の
末
字
を
こ

の
よ
う
に
記
し
た
一
巻

本
が
通
行
し
て

い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
し
、
ま
た
『
南
部
烟
花

録
』
と
い
う
書
名
は
、
こ

の
書
の
巻
末
に
見
え
る
跋
文
に
、
原

名
は
『
南
部
烟
花
録
』
と
い
う
、
と
由
来
が
明
記
さ
れ
て

い
る

こ
と
か
ら
、
こ

の
原
名
を
冠

し
た
一
巻
本
が
通
行
し
て

い
た
か

ら
で

あ
ろ
う

。
だ
が
『
隋
遺
録

』
と
い
う
書
名
は

、
『
宋
史

』
芸

文
志
に
お
い
て

だ
け
見
え
、
い
さ
さ
か
突
然
の
感
が
す
る
。
こ

れ
に
つ
い
て

李
剣
国
は
「
『
宋
志

』
だ
け
に
見
え
る
の
は

、
宋
人

が
改
題
し
た
か
ら
だ
ろ
う

」
と
い
い

、
李
時
人
も
「
『
隋
遺
録

』

の
名
は
後
人
が
擬
作
し
た
も
の

だ

」

と
い
う
よ
う
に
、
元
来

（
２
）

伝
わ
る
書
名
で

は
な
い
よ
う
な
の
だ
が
、
南
宋
・
計
有
功
撰

『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
虞
世
南
に

、
「
顔
師
古
『
隋
朝
遺
事
』
載
、

洛
陽
献
合
蒂
花
、
煬
帝
令
袁
宝
児
持
之
、
号
司
花
女
。
…
」
と

見
え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
当
時
に
お
い
て

は
『
隋
遺
録
』
の

み
な
ら
ず
『
隋
朝
遺
事
』
と
も
改
題
さ
れ
た
版
本
が
通
行
し
て
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い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

『
宋
史
』
芸
文
志
に
録
さ

れ
た
『
隋
遺
録
』
と
い
う
書
名
に
突
然
の
感
を
い
だ
く
必
要
は

な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ

の
書
は

相
当
に
広
く
世
に
出
ま
わ

り
、
ま
た
ひ

と
び
と
か
ら
受
け
入
れ

ら
れ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。

宋
・
左
圭
輯
『
百
川
学
海
』
は
こ

う
し
た
伝
本
の
う
ち

『
隋

遺
録
』
一
巻
を
上
下
二
巻
に
分
か
ち
て

輯
録
し
た
も
の
で

、
元

末
明
初
・
陶
宗
儀
纂

、
明
末
清
初
・
陶
歿
重
輯
『
説
郛

』
は
『
大

業
拾
遺
記
』
一
巻
の
伝
本
を
輯
録
し
た
も
の
で

あ
る
よ
う

だ

。

（
３
）

こ

の
『
大
業
拾
遺
記
』
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
は
、
今
の
と

こ
ろ
わ
が
国
に
お
い
て

未
見
で
あ
る
。
よ
っ
て

、
以
下
に
訳
注

を
施
し
、
諸
本
と
の
校
勘
上
気
づ
い
た
こ
と
、
特
に
魯
迅
校
録

『
唐
宋
伝
奇
集
』
に
収
め
る
『
隋
遺
録
』
と
の
校
勘
上
気
づ
い

た
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録

巻
上
）

訳
注

（
隋
煬
帝
）
大
業
十
二
年
（
六
一
六
年

）
、
煬
帝
は
江
都
（
揚

州
）
に
行
幸
す
る
こ
と
に
な
り
、
越
王

侑

に
東
都
（
洛
陽
）

ゆ
う

の
留
守
を
命
じ
た
。
＊

＊
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、
留
守
を
命
じ
ら
れ

た
の
は
越
王
楊
凝
で
、
楊
侑
（
後
の
恭
帝
）

は
こ
の
と
き
越
王
で
は
な
く
代
王

。
『
隋

書
』
巻
四
煬
帝
紀
下
に
、
「
大
業
十
二
年
…

秋
七
月
…
甲
子
、
幸
江
都
宮
、
以
越
王
凝
…

等
総
留
後
事

。
」
と
あ
る
。
明
・
馮
夢
龍
撰

『
醒
世
恒
言
』
巻
二
十
四
は
「
越
王
凝
」
と

し
て
い
る
。

宮
女
の
半
分
は
行
幸
に
随
従
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で

、
争

っ
て

泣
き
な
が
ら
帝
を
ひ
き
と
め
て

、

遼
東
は
小
国
で

、
わ
ざ
わ
ざ
行
幸
な
さ
る
ま
で

も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
ど
う
か
他
の
人
に
お
行
か
せ
な
さ
い
ま
す
よ
う
。

と
言
っ
た
。
車
に
手
を
か
け
て

心
か
ら
惜
し
み
、
指
の
血
が
鞅

（
む
な
が
い

車
を
引
く
馬
の
首
に
か
け
る
皮
ひ

も
）
を
染
め

た
。
帝
は
思
い
を
改
め
ず
、
戯
れ
に
飛
白
（
墨
の
色
が
か
す
れ

た
書
体
）
で

二
十
字
の
詩
を
書
い
て

留
守
を
ま
も
る
宮
女
に
与

え
て

、我
は
江
南
の
好
き
を
夢
み

我
夢
江
南

よ

好

遼
に
征
く
も
亦
偶
然

征
遼
亦
偶
然

但
だ
顔
色
を
留
め
て

在
れ

但
留
顔
色

在

離
別
は
只
だ
今
年
の
み

離
別
只
今
年

わ
た
し
は
江
南
の
美
し
さ
を
夢
に
見
、
こ
の
た
び
遼
東
に
行

く
の
も
偶
然
の
こ
と
。
お
前
た
ち
は
美
し
さ
を
と
ど
め
て
い
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て
お
く
れ
、
離
別
は
今
年
だ
け
だ
よ
。

と
詠
ん
だ
。

帝
の
車
は
出
立
し

、
将
兵
百
万
が
前
を
行
く

。
大
き
な
橋
が
ま

だ
で
き
て

い
な
い
の
で

、
別
に
雲
屯
将
軍

の
麻
叔
謀
に
、
黄
河

を

浚

っ

て
荷
水
の
堤
に
入
れ
、
巨
大
な
艦
船
が
通
れ
る
よ
う

さ
ら

に
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
麻
叔
謀
は
命
令
を
引
き

受
け
、
は
な

は
だ
過
酷
に
鉄
脚
木
鵝
（
水
深

測
量
具
、
上
流
か
ら
流
し
て

止

も

く

が

ま
れ
ば
そ
こ

が
浅
い
こ
と
が
わ
か
る
）
を
使
っ
て

水
深
を
測
り
、

木
鵝
が
止
ま
れ
ば
、
河
を
浚
う
人
夫
が
忠
誠
で
は
な
い
と
、
部

隊
を
水
の
中
で

水
死
さ
せ
た

。
子
供
が
泣
い
て

い
て

も

、「
麻
胡

が
来
た
！
」
と
言
う
の
を
聞
け
ば
、
今
で

も
す
ぐ
に
泣
き
や
む

。

そ
の
流
言
が
か
く
も
人
を
畏
れ
さ
せ
た
の
だ
。

帝
が
都
を
離
れ
て

十
日
の
こ
と
、
宋
の

何

妥

が
献
上
し
た

＊
か

だ

車
の
と
こ
ろ

に
お
で

ま
し
に
な
っ
た
。
車
の
前
輪
は
高
く
広
く
、

大
き
な
釘
が
刃
物
と
な
り
、
後
輪
は
低
く
、
柔
ら
か
い

楡

の

に
れ

木
で
造
っ
て

、
滑
ら
か
で
ひ

っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
、
牛
に

御
し
や
す
く
さ
せ
て

い
る
。
都
か
ら

荷

郡
（
開
封
）
ま
で

、

べ
ん

毎
日
車
に
陪
従
す
る
女
が
つ
い
た
。
車
の
帷
帳
に
は
鮫
翕
の
網

う
す
ぎ
ぬ

を
垂
ら
し
、
玉
片
の
鈴
を
つ
な
ぎ
連
ね
、
進
め
ば
玲
瓏
と
美
し

リ
ン
リ
ン

い
音
、
そ
れ
が
車
中
の
談
笑
の
声
を
や
わ
ら
げ
て

、
周
り
に
聞

こ
え
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て

い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

＊
何
妥
の
名
は
『
隋
書
』
巻
七
十
五
儒
林
伝

に
見
え
る
。
そ
の
何
妥
伝
は
、
「
十
七
に
し

て
技
巧
を
以
て
湘
東
王
に
事
ふ

。
」
と
伝
え

る
。
何
妥
は
隋
の
文
帝
に
仕
え
て
国
子
祭

酒
と
な
り
、
そ
の
官
職
の
ま
ま
卒
去
し
て

い
る
。
『
隋
書
』
巻
六
十
八
何
稠
伝
に
、
何

妥
の
兄
の
子
、
何
稠
の
伝
が
あ
る
。
何
稠

は
、
煬
帝
が
揚
州
に
行
幸
す
る
際
、
煬
帝

の
命
に
応
じ
て
、
工
人
十
万
余
人
を
使
っ

て
金
銀
銭
物
を
豊
富
に
用
い
た
、
車
や
車

の
飾
り
お
よ
び
百
官
の
儀
服
な
ど
を
造
っ

て
い
る
。
唐
・
闕
名
撰
『
迷
楼
記

』
（
『
煬

帝
迷
楼
記
』
）
に
は
、
「
大
夫
何
稠
、
童
女

の
車
を
進
む
。
車
の
制
度
絶
小
に
し
て
、

つ
く
り

只
だ
一
人
を
容
る
る
の
み
。
機
有
り
て
其

の
中
に
処
き
、
機
を
以
て
女
子
の
手
足
を

礙

ふ
れ
ば
、
繊
亳
も
動
く
こ
と
能
は

さ
さ

す
こ
し

ず
。
」
云
々
と
、
何
妥
で
は
な
く
何
稠
が
造

っ
た
車
が
登
場
し
て
い
る
。

長
安
か
ら

、
車
に
陪
従
す
る
娘
袁
宝
児
が
献
納
さ
れ
た

。
年
の

頃
は
十
五
、
腰
つ
き
が
細
く
柔
ら
か
く
、
艶
め
か
し
き
こ
と
こ

の
上
な
い
。
帝
は
こ

よ
な
く
お
気
に
召
し
格
別
な
思
い
入
れ
。

時
に
洛
陽
か
ら
蔕
つ
き

の
迎
輦
花
（
天
子
の
車
を
迎
え
る
花
）

へ
た

げ
い
れ
ん

が
捧
げ
ら
れ
、

嵩
山
の
小
村
で

採
り
ま
し
た
が
誰
も
そ
の
名
を
知
ら
ず
、

採
っ
た
者
が
こ
れ
は
珍
奇
な
も
の
と
お
も
い
献
納
し
ま
し

た
。
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と
の
こ
と

。
ち

ょ
う
ど
そ
こ

に
帝
の
車
が
お
越
し
に
な
り

、「
迎

輦
」
と
お
名
づ
け
に
な
っ
た
。
花
の
外
側
は
深

い
紫
、
内
側
に

は
白
い
脂
が
馥
郁
と
香
り
、
花
粉
を
つ
け
た
蘂
の
、
そ
の
芯
は

し
べ

深
紅
、
花
の
萼
は
争
っ
て

二
つ
の
花
弁
を
つ
け
て

い
た
。
枝
と

が
く

幹
は
翡
翠
色
で
通
脱
木
に
似
て

、

棘

が
な
く
、
葉
は
丸
く
長

つ
う
だ
つ
ぼ
く

と
げ

く
薄
い
。
そ
の
香
り
は
馥
郁
と
し
て

、
着
物
に
染
み
こ

め
ば
数

日
消
え
ず
、
嗅
げ
ば
人
を
眠
ら
せ
な
い
。
帝
は
（
袁
）
宝
児
に

そ
の
花
を
持
た
せ
て

「
司
花
女

」
（
花
を
持
つ
女
）
と
呼
ん
だ
。

＊

そ
ん
な
時
帝
は
虞

世

南
に
命
じ
て

帝
の
側
で

「
征
遼
の
指
揮

＊
＊
ぐ
せ
い
な
ん

德
音
の
勅

」（
遼
を
征
討
す
る
指
揮
と
報
償
に
関
す
る
天
子
の
命

令
）
を
起
草
さ
せ
て

い
た
が
、
宝
児
は
そ
れ
を
し
げ
し
げ
と
見

て
い
た
。

＊
司
花
女
：
後
周
・
王
任
裕
撰
『
開
元
天
宝
遺

事
』
に

、
「
花
妖
。
初
有
木
芍
薬
、
植
於
沈
香

亭
前
、
其
花
一
日
忽
間
、
一
枝
両
頭
、
朝
則

深
紅
、
午
則
深
碧
、
暮
則
深
黄
、
夜
則
粉
白

、

昼
夜
之
内
、
香
艶
各
異
。
帝
謂
左
右
曰
、
此

花
木
之
妖
、
不
足
訝
也

。
」
と
あ
る
。
朝
に
は

深
紅
の
色
を
つ
け
、
昼
は
深
緑
色
に
な
り
、

暮
れ
に
は
深
黄
色
に
な
り
、
夜
に
は
白
色
に

な
る
花
で
、
昼
夜
の
内
で
も
香
り
と
色
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
、
神
秘
な
芍
薬
。
宋
・
皇
都

風
月
主
人
輯
『
綠
窗
新
話
』
巻
下
「
袁
宝
児

最
多
轌
態
」
周
夷
評
は

、
『
開
元
天
宝
遺
事
』

を
引
い
て
司
花
女
袁
宝
児
の
多
態
さ
に
関
連

づ
け
て
い
る
。

＊
＊
虞
世
南
：
陳
初
か
ら
唐
初
の
人
。
呉
の
顧
野
王

に
学
を
受
け
、
文
は
徐
陵
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
た
。
隋
煬
帝
の
大
業
中
は
秘
書
郞

の
任
に
あ
り
、
煬
帝
か
ら
そ
の
才
能
を
愛
さ

れ
た
。
『
旧
唐
書
』
巻
七
十
二

、
『
新
唐
書
』

巻
百
二
に
伝
が
あ
る
。

帝
は
虞
世
南
に
言
っ
た
。

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
飛

燕
は
手
の
ひ

ら
の

＊
ひ
え
ん

上
で

舞
い
が
舞
え
た
と
い
う
が
、
朕
は
い
つ
も
、
儒
生
た

ち

が
表
現
を
飾
っ
た
の
で

あ
っ
て

、
人
間
に
ど
う
し
て

そ

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
思
っ
て

い
た
。
と
こ

ろ
が
今
、
宝
児
を
手
近
に
見
て

、
ま
さ
し
く
昔
の
言
い
伝

え
が
本
当
だ
と
分
か
っ
た
。
し
か
し
無
邪
気
な
し
ぐ
さ
が

多
い
女
で
、
今
、
お
前
を
し
げ
し
げ
と
見
つ
め
て

い
る
。

お
前
は
才
人
だ
。
あ
れ
を
か
ら
か
っ
た
詩
を
作
る
が
よ
い
。

＊
飛
燕
：
漢
・
成
帝
の
后
、
趙
飛
燕
。
漢
の
伶
玄

の
作
と
伝
わ
る
『
飛
燕
外
伝
』
に
、
「
繊
便
軽

細
、
挙
止
翩
然
、
人
謂
之
飛
燕
」
と
あ
る
。
ま

た
『
漢
書
』
巻
九
十
七
下
外
戚
伝
孝
成
趙
皇
后

に

、
「
学
歌
舞
、
号
曰
飛
燕
」
と
あ
り
、
顔
師

古
は
、
「
以
其
体
軽
故
也
」
と
注
し
て
い
る
。

趙
飛
燕
を
題
材
に
し
た
唐
宋
小
説
に
、
『
飛
燕

01大業拾遺記中国中世文学初校 .DOC 5/35



遺
事
』
（
唐
・
闕
名
撰
）
、
『
趙
后
遺
事
』

（
宋
・
秦
醇
撰
）
が
あ
り
、
唐
・
楊
貴
妃
の
こ

と
を
記
し
た
『
楊
太
真
外
伝
』
（
唐
・
楽
史

撰
）
巻
上
で
は
、
『
漢
成
帝
内
伝
』
を
引
い
て
、

「
漢
成
帝
獲
飛
燕
、
身
軽
欲
不
勝
風
。
恐
其
飄

糾
、
帝
為
造
水
晶
盤
、
令
宮
人
掌
之
而
歌
舞
」

と
描
写
し
て
い
る
。

虞
世
南
は
詔
に
応
じ
て

、
絶
句
を
作
っ
た
。

鴉
黄
を
画
く
を
学
び

半
ば
に
て
未
だ
成
ら
ず

学
画
鴉
黄
半
未
成

＊

垂
れ
し
肩

砠
れ
し
袖

太
だ
轌
生
な
り

た

お
ろ

か

垂
肩
砠
袖
太
轌
生

轌

に
縁
り
て

却
っ
て

得
る

君
王
の
惜
み

お
ろ
か

お
し縁

轌
却
得
君
王
惜

長
く
花
枝
を
把
り
て

輦
に

傍

っ
て

行
く

よ
り
そ

長
把
花
枝
傍
輦
行

額
に
描
く
黄
粉
の
引
き
方
を
学
ん
だ
の
に
、
ま
だ
う
ま
く
で

き
な
い
。
な
で
肩
の
指
の
先
に
は
袖
が
垂
れ
下
が
り
、
な
ん

と
も
嬌
痴
あ
ふ
れ
る
姿
。
そ
の
痴
態
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
帝

の
寵
愛
を
得
、
い
ま
花
の
枝
を
手
に
持
ち
、
帝
の
車
に
寄
り

添
っ
て

い
る
。

＊
鴉
黄
：
婦
人
の
額
に
化
粧
す
る
黄
粉
。
六
朝

の
女
性
は
黄
粉
を
額
に
引
い
た
。
軽
黄
と
も

い
う
。
撩
信
の
「
舞
媚
娘
」
に
、
「
眉
心
濃

黛
直
點
、
額
角
輕
黄
細
安
」
（
眉
心
の
濃
黛

直
に
点
じ
、
額
角
の
軽
黄

細
く
安
ら
か

な
り

）
（
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
十
三
雑
曲
歌

辞
）
と
あ
る

。

帝
は
大
い
に
喜
ん
だ
。

荷
郡
に
着
く
と

、
帝
は
龍
舟
に
乗
り

、
妃
の

蕭

妃

は

鳳
舸

＊

＊
＊
し
ょ
う
ひ

ほ

う

か

に
乗
っ
た
。
錦
の
帆
と
彩
飾
さ
れ
た
と
も
綱
が
あ
り
、
贅
沢
を

極
め
て

い
た
。

＊
龍
舟
：
宋
・
曽
慥
輯
『
類
説
』
巻
四
に
引
く
、

唐
・
杜
宝
の
《
大
業
雑
記
》
船
脚
に
、

「
隋
煬
帝
江
都
に
幸
す
る
に
、
洛
口
よ
り
龍

舟
を
御
す
。
高
さ
四
十
五
尺
、
濶
さ
五
十
尺
、

長
さ
二
百
尺
、
分
け
て
四
重
と
し
、
上
の
一

重
に
は
殿
堂
有
り
、
次
の
一
重
に
は
百
六
十

房
有
り
、
下
の
二
重
に
は
内
侍
及
び
船
脚
を

安
ん
ず
。
船
脚
と
は
即
ち
水
工
の
名
な
り
」

と
あ
る
。

＊
＊
蕭
妃
：
煬
帝
の
后
妃
。
煬
帝
が
晋
王
の
時
王

妃
と
な
る
。
粱
明
帝
の
娘
。
『
隋
書
』
巻
三

十
六
后
妃
伝
に
、
「
后
性
婉
順
、
有
智
識
、

好
学
解
属
文
、
頗
知
占
候
」
と
あ
る
。

船
の
前
は
舞
台
と
な
っ
て

い
て

、
舞
台
の
上
に
は
日
よ
け
の
簾

が
垂
れ
下
が
っ
て

い
る
。
簾
は
蒲
沢
国
（
陝
西
省
北
部
）
か
ら
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献
納
さ
れ
た
も
の
で

、
山
を
背
負
う
ほ
ど
巨
大
な

蛟

の

睫
毛

み
ず
ち

の
糸
と
蓮
根
の
糸
と
で

、
小
さ
な
珠
玉
を
通
し
て

、
睫
毛
の
間

に
編
み
込
ん
で

あ
る
た
め
、
朝
日
が
強
く
照
っ
て

も
、
光
は
差

し
込
ん
で
こ

な
か
っ
た
。
船
ご
と
に
す
ら
り
と
背
が
高
く
色
の

白
い
美
女
千
人
を
選
ん
で

、
彫
刻
を
施
し
た
板
に
金
を
ち

り
ば

め
た
楫
を
取
ら
せ
、
そ
れ
を
「
殿
脚
女
」
と
呼
ん
だ
。

＊

＊
殿
脚
女
：
唐
・
闕
名
撰
『
開
河
記

』
（
『
隋

煬
帝
開
河
記
』
）
に
は
、
「
于
呉
越
間
取
民

間
女
年
十
五
六
歳
者
五
百
人
、
謂
之
殿
脚

女
。
至
于
龍
舟
御
●
、
即
毎
船
用
彩
纜
十

条
、
毎
条
用
殿
脚
女
十
人
、
嫩
羊
十
口
、

令
殿
脚
女
与
羊
相
間
而
行
、
牽
之
。
」
十

五
六
歳
の
殿
脚
女
を
集
め
て
船
を
引
か
せ

た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
、

隋
煬
帝
の
大
き
な
船
を
引
か
せ
る
船
工
を

殿
脚
と
い
っ
た
。
『
隋
書
』
巻
二
十
四
食

貨
志
に

、
「
又
造
龍
舟
鳳
番
、
黄
龍
赤
艦

、

樓
船篾

舫
。
募
諸
水
工
、
謂
之
殿
脚
、
衣

錦
行
屐
、
執
青
絲
纜
挽
船
、
以
幸
江

都

。
」
煬
帝
の
江
都
行
幸
の
際
、
龍
舟
、

鳳
番
な
ど
の
巨
船
を
殿
脚
に
引
か
せ
た
こ

と
が
見
え
る
。

あ
る
日
、
帝
は
鳳
舸
の
上
に
登
り
、
殿
脚
女
の
呉
絳
仙
の
肩
に

ご

こ

う

せ

ん

よ
り
か
か
っ
た
。
そ
の
ふ

く
よ
か
で

美
し
い
さ
ま
を
喜
ん
で

、

他
の
多
く
の
女
を
寄
せ
つ
け
ず
、
と
て

も
絳
仙
を
可
愛
く
思
っ

て
、
い
つ
ま
で

も
動
か
な
か
っ
た
。
絳
仙
は
長
く
美
し
い
眉
を

描
く
の
が
う
ま
か
っ
た
。
帝
は
こ
ら
え
き
れ
ず
に
、
車
を
回
し

て
絳
仙
を
呼
び
寄
せ
、

鹸

妤

（
帝
の
女
御
の
称
）
の
女
官
位

し
ょ
う

よ

を
授
け
よ
う
と
し
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
時
絳
仙
は
玉
職
人
の

万
群
に
嫁
い
で

い
た
た
め
、
そ
れ
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
帝
は

ま
ん
ぐ
ん

寝
て

も
さ
め
て
も
考
え
た
あ
げ
く
、
龍
舟
の
筆
頭
か
じ
取
り
に

抜
擢
し
、

舗
賓
夫
人
と
名
づ
け
た
。
そ
れ
以
来
、
殿
脚
女
た
ち

こ
う

ど
う

は
争
っ
て

長
い
描
き

眉
を
ま
ね
し
た
。
内
宮
の
官
吏
は
、
毎
日
、

螺
子
黛
五

斛

を
支
給
し
、
こ
れ
を
蛾
綠
と
呼
ん
だ
。

＊
ら

し

た

い

こ
く

が
り
ょ
く

＊
螺
子
黛
：
眉
を
引
く
顔
料
。
六
朝
で
は
眉
を

綠
色
に
染
め
る
こ
と
が
流
行
し
、
そ
の
風
は

隋
唐
に
お
い
て
も
衰
え
な
か
っ
た
。
徐
陵
の

「
雑
曲
」
に

、
「
綠
黛
紅
顏
兩
相
發
、
千
嬌

百
念
情
無
歇
」
（
綠
黛
紅
顔

両
つ
な
が
ら

相
い

発

れ
、
千
嬌
百
念

情
歇
く
る
こ
と

あ
ら
わ

つ

無
し
）
（
『
楽
府
詩
集
』
巻
七
十
七
雑
曲
歌

辞
）
と
あ
る
。

螺
子
黛
の
産
地
は
ペ
ル
シ
ャ
で

、
一
個
の
値
段
が
十
金
で

あ
っ

た
。
後
に
は
賦
税
が
不
足
し
て

、
銅
黛
を
混
ぜ
て

支
給
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
絳
仙
だ
け
は
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
螺
子
黛
が

与
え
ら
れ
た
。
帝
は
い
つ
も
簾
の
か
げ
か
ら
絳
仙
を
見
つ
め
、

い
つ
ま
で

た
っ
て

も
そ
こ
を
離
れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
役

人
の
内

謁

者
を

ふ

り
返
っ
て
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

＊
な
い
え
つ
し
ゃ

＊
内
謁
者
：
内
侍
省
（
宮
廷
内
部
の
事
を
司

る
）
の
属
官
。
内
外
の
伝
達
通
報
の
事
を
扱
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い
、
宦
官
が
任
用
さ
れ
た

。
『
隋
書
』
巻
二

十
八
百
官
志
下
に

、
「
内
侍
省
、
内
侍
、
内

常
侍
各
二
人
、
内
給
事
四
人
、
内
謁
者
監
六

人
、
内
寺
伯
二
人
、
内
謁
者
十
二
人
‥
。
並

用
宦
者

。
」
と
あ
る
。

昔
か
ら
「
秀
色
は
餐
う
べ
き
が
若
し

」
（
美
し
い
色
つ
や

く
ら

の
女
は

食

い

つ
き

た
い
ほ
ど
だ

）
（
陸
機
「
日
出
東
南
隅

く
ら

行

」
）
と
い
う
が

、
絳
仙
は
ほ
ん
と
う
に
飢
え
を
癒
し
て

く

れ
る
。

そ
こ
で

「
持

楫
篇

」
（

楫

を
持
つ
女
）
の
歌
を
作
っ
て

吟
じ
、

じ
し
ゅ
う

か
じ

絳
仙
に
与
え
た
。

旧
曲

桃
葉
を
歌
う
も

旧
曲
歌
桃＊

葉

新
粧
は

落
梅
よ
り
も
艶
な
り

新
粧
艶

落

梅

＊
＊

身
を
将
っ
て

軽
く
楫
に
倚
り

将
身
倚
軽

も

楫

知
る
是
れ

江
を
渡
り
て

来
る
を

知
是
渡
江

来

古
歌
で
晋
の
王
獻
之
は
自
分
の
愛
妾
で
あ
る
桃
葉
の
美
し
さ

を
歌
っ
て
い
る
が
、
目
新
し
い
そ
な
た
の
粧
い
は
梅
の
花
よ

り
も
美
し
い
。
そ
な
た
の
身
体
が
し
な
や
か
に
楫
に
も
た
れ

か
か
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
あ
あ
河
を
渡
っ
て
来
た
の
だ
な

と
分
か
る
。

＊
桃
葉
：
楽
府
の
呉
声
曲
辞
の
名

。
『
隋
書
』

巻
二
十
二
五
行
志
上
に
、
「
陳
時
、
江
南
盛

歌
王
獻
之
『
桃
葉
』
之
詞
曰
『
桃
葉
復
桃

葉
、
渡
江
不
用
楫
・
・
・
』
」
陳
の
時
、
江

南
で
は
盛
ん
に
王
獻
之
の
桃
葉
の
歌
が
歌

わ
れ
た
と
あ
る
。
『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
五

呉
声
曲
辞
桃
葉
歌
に
引
く
『
古
今
楽
録
』

に
、
「
桃
葉
歌
者
、
晋
王
子
敬
之
所
作
也
。

桃
葉
、
子
敬
妾
名
。
縁
於
篤
愛
、
所
以
歌

之
。
」
桃
葉
は
王
獻
之
の
愛
人
の
名
で
、
そ

れ
を
歌
っ
た
も
の
と
あ
る
。

＊
＊
落
梅
：
梅
花
模
様
の
化
粧
。
『
太
平
御
覧
』

に
引
く
『
雑
五
行
書
』
に
、
「
宋
武
帝
女
寿

陽
公
主
、
人
日
臥
於
含
章
殿
簷
下
、
梅
花
落

公
主
額
上
、
成
五
出
花
、
払
之
不
去
。
皇
后

留
之
、
看
得
幾
時
、
経
三
日
、
洗
之
乃
落
。

宮
女
奇
其
異
、
竟
效
之
。
今
梅
花
粧
是

也
。
」
人
日
の
日
（
正
月
七
日
）
、
ぽ
か
ぽ

か
陽
気
に
う
た
た
寝
を
し
て
い
た
宋
武
帝
の

娘
寿
陽
公
主
の
額
に
梅
の
花
が
落
ち
、
払
っ

て
も
取
れ
ず
三
日
間
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
宮
女
た
ち
が
ま
ね
を
し
て
梅
花
粧
を

し
た
と
あ
る
（
『
太
平
御
覽
』
巻
三
十
時
序
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部
人
日
引
『
雜
五
行
書

』
）
。
『
唐
五
代
伝
奇

集
』
に
、
「
後
世
に
い
う
花
鈿
、
花
子
、
眉

子
と
同
じ
。
種
々
の
形
に
切
り
抜
い
た
花
模

様
を
眉
間
に
貼
っ
た
。
唐
の
李
復
言
の
『
続

玄
怪
録
』
定
婚
店
に

、
『
其
眉
間
、
常
貼
一

花
子
、
雖
沐
浴
閑
処
、
未
嘗
去
。
』
と
あ

る

。
」
と
い
う
（
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
九

七
年
二
三
三
頁
）
。

帝
は
こ

の
歌
を
千
人
の
殿
脚
女
に
歌
わ
せ
た
。

そ
う
し
た
頃
、
越

溪

か

ら
耀

光

綾
と

い
う
も
の
が
献
上

＊
え
つ
け
い

よ
う
こ
う
り
ょ
う

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
綾
の
紋
様
が
盛
り
あ
が
っ
て

い
て

、
光
線

の
具
合
に
よ
っ
て

光
彩
を
放
つ
織
物
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
越
の

人
が
順
風
に
乗
っ
て

、

石

帆

山
の

下
で
舟
を
浮
か
べ
て

、

＊
＊
せ
き

は
ん
ざ
ん

野
生
の
繭
を
取
り
、
糸
繰
り
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
と

き

、
夜
に
糸
繰
り
女
が
見
た
夢
の
中
に
仙
人
が
現
れ
て

、

＊
越
溪
：
越
国
の
美
女
西
施
が
紗
（
う
す
ぎ
ぬ
）

を
洗
っ
た
所
。
李
白
は
五
言
古
詩
「
西
施
」
で
、

「
西
施
越
溪
女
、
出
自
苧
蘿
山
。
秀
色
掩
今
古
、

荷
花
羞
玉
顔
。
・
・
・
」
（
西
施
は
越
溪
の
女
、

出
自
は
苧
蘿
山
。
秀
色
は
今
古
を
掩
い
、
荷
の

花
も
玉
顔
に
羞
ず
。
・
・
・
）
と
歌
っ
て
い
る
。

＊
＊
石
帆
山
：
浙
江
省
紹
興
の
東
に
あ
る
山
。
山
の

東
北
に
、
帆
の
よ
う
に
孤
立
し
た
岩
が
あ
る
。

謝
靈
運
の
『
遊
名
山
志
』
に

、
「
破
石
溪
の
南

二
百
餘
里
に
、
又
石
帆
有
り
。
脩
廣
と
破
石
と

度
を
等
し
く
す
。
質
色
も
亦
た
同
じ
。
傳
え
て

云
う
、
古
え
人
有
り
て
破
石
の
半
を
以
て
石
帆

を
為
る
と
。
故
に
名
づ
け
て
、
彼
を
石
帆
と
為

す

。
」
（
『
藝
文
類
聚
』
巻
八
山
部
下
石
帆
山

引
）
と
あ
る
。

禹
穴
は
三
千
年
に
一
度
開
か
れ
る
。
お
前
が
取
っ
た
野
繭

は
、
江
淹
の
詩
文
集
の
中
の
紙
魚
が
姿
を
変
え
た
も
の

し

み

だ
。
そ
の
糸
で

着
物
を
つ
く
れ
ば
、
き

っ
と
奇
妙
な
花
紋

が
あ
ら
わ
れ
よ
う
。

と
告
げ
た
。
織
っ
て

み
る
と
、
果
た
し
て

夢
の
通
り
で

あ
っ
た

た
め
、
そ
れ
を
帝
に
献
上
し
た
の
で

あ
っ
た
。
帝
は
そ
の
耀
光

綾
を
司
花
女
の
袁
宝
児
と
殿
脚
女
の
呉
絳
仙
に
だ
け
与
え
、
他

の
女
に
は
与
え
な
か
っ
た
。
蕭
妃
が
そ
の
こ
と
を
嫉
ん
で

喜
ば

な
か
っ
た
た
め
、
二
人
は
次
第
に
帝
の
寵
愛
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
。

帝
は
い
つ
も
酔
っ
て

い
く
つ
か
の
宮
殿
で

遊
ん
だ
が
、
た
ま
た

ま

宮
婢
の
羅
羅
と
い
う
女
と
遊
ん
だ
。
羅
羅
は
蕭
妃
を
畏
れ

ら

ら

て

、
帝
を
よ
う
迎
え
入
れ
ず
、
月
経
で

身
体
が
す
ぐ
れ
な
い
と

＊

断
り
、
帝
の
側
に
寝
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

帝
は
、
か
ら
か
っ
て

箇
人
は
無
頼
く

是
れ
横
波

箇
人
無
頼
是
橫
波

そ

な

た

か

わ

ゆ
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黛
染
め
し
隆
き

顱

に

小
蛾
簇
が
る

黛
染
隆
顱
簇
小

か
し
ら

む
ら

蛾

幸
い
に
し
て

好
く
儂
を
留
む
れ
ば

伴
に
夢
を
成
す
に

わ
れ

幸
好
留
儂
伴
成
夢

儂
を
留
め
ず
住
き
て

意
い
は
如
何

不
留
儂
住
意
如
何

お

お
も

そ
な
た
は
可
愛
く
流
し
目
を
送
り
、
黛
を
ひ

い
た
大
き
な
額

は
、
小
さ
な
蛾
が
群
が
っ
て

い
る
か
の
よ
う
。
う
ま
く
行
け

ば
私
を
そ
こ

に
留
め
て

共
に
同
じ
夢
を
み
る
の
に
、
私
を
留

め
な
い
と
は
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
だ
。

＊
原
文
は
「
程
姫
之
疾
」
：
漢
景
帝
の
妃
、
程
姫

が
月
経
を
理
由
に
景
帝
の
寝
室
に
上
が
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
い
う

。
『
史
記
』
巻
五
十
九
五
宗

世
家
と
『
漢
書
』
巻
五
十
三
景
十
三
王
伝
に
、

「
景
帝
召
程
姫
、
程
姫
有
所
避
、
不
願
進

。
」

と
あ
り
、
顔
師
古
は
「
月
の
事
を
謂
う
な
り
」

と
注
し
て
い
る
。

と
い
う
詩
を
詠
ん
だ
。
帝
が
広
陵
（
揚
州
）
に
行
っ
て

以
来
、

宮
中
に
呉
の
方
言
を
ま
ね
る
者
が
多
か
っ
た
た
め

、「
儂

」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
た
の
で

あ
る
。

帝
は
放
心
状
態
が
ゆ
ゆ
し
く
な
る
と
、
往
々
に
し
て

妖
鬼
に
惑

わ

さ
れ
た
。
呉
公
宅
の
鶏

台
に
遊
ん
だ
時
、
夢
う
つ
つ
の
う

＊

け
い
だ
い

ち

に
陳
後
主
と
遇
っ
た
。＊

呉
公
台
：
劉
宋
の
大
明
三
年
、
沈
慶
之
が
竟
陵

王
誕
を
攻
め
る
時
築
い
た
台
。
弩
台
と
も
い
う
。

の
ち
、
陳
の
呉
明
徹
が
広
陵
を
攻
め
る
時
に
、

こ
こ
を
増
築
し
た
。
よ
っ
て
呉
公
台
と
い
う
。

『
隋
書
』
巻
四
煬
帝
紀
下
に
よ
る
と
、
煬
帝
は

宇
文
化
及
、
司
馬
德
戡
な
ど
の
反
乱
に
よ
り
五

十
歳
で
亡
く
な
り
、
蕭
后
に
よ
っ
て
埋
葬
さ
れ

た
が
、
右
禦
衛
将
軍
の
陳
稜
が
こ
の
呉
公
台
の

下
に
埋
葬
し
な
お
し
て
い
る
。
白
居
易
の
「
隋

堤
柳
」
詩
に

、
「
土
墳
数
尺

何
処
に
葬
れ
る

、

呉
公
台
下

悲
風
多
し
」
と
あ
る
。
鶏
台
：

唐
・
趙
渣
は
「
広
陵
道
」
詩
で

、
「
闘
鶏
台
辺

花
塵
を
照
ら
し
、
煬
帝
陵
下

水
春
を
含

む
」
と
う
た
い
、
唐
・
羅
隠
は
「
所
思
」
詩
で
、

「
梁
王
の
兎
苑

荊
榛
の
裏
、
煬
帝
の
鶏
台

夢
想
の
中
」
と
う
た
っ
て
い
る
。

後
主
は
昔
の
よ
う
に
帝
を
「
殿
下
」
と
呼
ん
だ
。
後
主
は
薄
絹

の
黒
い
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
青
い
ゆ
る
や

か
な
袖
、
長
い
裾
の
着

物
を
着
、
綠
の
錦
で

縁
取
り
し
た
紫
の
紋
が
は
い
っ
た
四
角
い

履

を
は
い
て

い
た
。
舞
女
が
数
十
人
、
左
右
に
並
ん
で

付
き

く
つ

ま
い
ひ
め

従
っ
て

い
た
。
そ
の
中
の
一
人
は
極
め
て

美
し
く
、
帝
は
し
き

り
に
そ
の
女
性
を
見
た
。
す
る
と
後
主
が
言
っ
た
。

殿
下
は
こ
の

女

を
ご
存
じ
で

は
な
い
で

す
か
。
張
麗
華

ひ
と

で

す
。
桃
葉
山
（
六
合
県
）
の
前
を
戦
艦
に
乗
っ
て

麗
華

と
と
も
に
北
へ
渡
っ
た
こ
と
を
い
つ
も
思
い
出
し
ま
す
。
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あ
の
時
麗
華
が
最
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
臨
春
閣
に
も

た
れ
て

東

郭

哽

（

狡
兎
）
の

紫
色
の
筆
を
た
め
し
て

、

＊
と
う
か
く
し
ゅ
ん

袮

紅
綃

（

絹
布
の
用
箋
）
の
上
に
、
尚
書
令
江

總

の

＊
＊
が
こ
う
し
ょ
う

＊
＊
＊

「
璧

月
」

の
句
に
答
え
る
詩
を
書
い
て

い
た
時
で

し
た

。

へ
き
げ
つ

ま
だ
詩
を
書
き

終
え
な
い
う
ち

に
、
あ
の
韓
擒
虎
（
隋

か
ん
き
ん
こ

の
総
管
）
が
青
白
混
毛
の
馬
を
躍
ら
せ
、
数
万
の
兵
を
ひ

き

い
て

一
気
に
突
撃
し
て

来
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
礼
儀
を

知
ら
な
い
奴
で

、
お
か
げ
で

と
う
と
う
こ

ん
な
状
態
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

＊
東
郭
哽
：
す
ぐ
れ
た
兎
。
漢
・
劉
向
『
新
序
』

雑
事
第
五
に
、
「
昔
者
、
斉
有
良
兎
曰
東
郭
哽
、

蓋
一
旦
而
走
五
百
里
」
と
あ
る
。

＊
＊
袮
紅綃

：
模
様
を
圧
印
し
た
赤
色
の
絹
、
筆
写

に
用
い
る
。
袮

紅

箋

：
絵
を
圧
印
し
た
赤
色

が

こ
う
せ
ん

の
箋
紙

。
『
隋
唐
演
義
』
第
三
十
九
回
は
、
「
那

時
張
麗
華
方
在
臨
春
閣
上
…
写
小
袮
紅
箋
、
要

做
答
江
令
的
璧
月
詩
句
、
尚
未
及
完
、
忽
見
韓

擒
虎
擁
兵
直
入

」
、
「
袮
紅
箋
」
と
し
て
い
る
。

＊
＊
＊
江
總
：
陳
の
尚
書
令
江
總
。
陳
後
主
の
側
近
で
狎

客
の
一
人
。

璧
月
句
：
江
總
の
璧
月
の
詩
、
お
よ
び
そ
れ
に

答
え
た
詩
は
残
っ
て
い
な
い

。
『
陳
書
』
巻
七
後

主
沈
皇
后
伝
史
臣
魏
徴
論
に
、
「
其
曲
有
玉
樹
後

庭
花
、
臨
春
楽
等
…
其
略
曰
、
璧
月
夜
夜
満
、

瓊
樹
朝
朝
新

。
」
と
あ
る
。
後
主
が
諸
貴
人
や
女

学
士
と
と
も
に
、
艶
麗
な
新
詩
を
賦
し
た
と
き

に
、
後
主
は
「
璧
月
夜
夜
満
」
の
句
を
作
っ
て

い
る
。

そ
う
言
う
と
、
綠
色
の
紋
が
つ
い
た
法
螺
貝
に
、
紅
い
粱
で

あ
わ

醸
成
し
た
新
し
い
酒
を
注
い
で
帝
に
す
す
め
た
。
帝
は
そ
れ
を

飲
ん
で

た
い
へ
ん
喜
び
、
そ
こ
で

麗
華
に
「
玉
樹
後
庭
花
」
の

舞
を
舞
う
よ
う
に
と
頼
ん
だ
。
麗
華
は
、
久
し
く
舞
っ
て

い
な

い
う
え
に
、
井
戸
の
中
か
ら
出
て
き

た
後
は
、
腰
や

手
足
が
受

け
付
け
ず
、
も
は
や

昔
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
と
固
辞
し
た
。
帝

が
そ
れ
で

も
再
三
に
わ

た
っ
て

求
め
る
と
、
ゆ
る
や

か
に
起
ち

上
が
っ
て

、
一
曲
を
舞
い
あ
げ
た
。

後
主
は
帝
に
、

蕭
妃
（
煬
帝
の
妃
）
は
こ

の
ひ

と
と
比
べ
て

い
か
が
で

す
か
。

と
た
ず
ね
た
。
帝
は
、

春
の
蘭
、
秋
の
菊
は
、
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
美
し
い

花
だ
。

と
答
え
た
。
後
主
は
ま
た
十
数
篇
の
詩
を
作
っ
た
が
、
帝
は
心

に
と
め
ず

、
「
小
窗
の
詩

」
と
「
侍
児
の
碧
玉
に
寄
す
る
詩

」
だ

け
を
気
に
入
っ
た

。
（
後
主
の

）
「
小
窗
の
詩
」
に
う
た
う
。
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午
酔
ひ
て

醒
め
来
た
る
や

晩
し

午
酔
醒
来
晩

ひ
る人

無
く

夢
に
自
ら
驚
く

無
人
夢
自

驚

夕
陽
に

意
有
る
が
如
し

夕

陽
如
有
意

偏

に

傍

り
て

小
窗
を
明
ら
す

偏
傍
小
窗
明

こ
と
さ
ら

ち
か
よ

て

昼
間
か
ら
酒
を
の
ん
で
い
つ
の
間
に
か
寝
て
し
ま
い
日
暮
れ

時
に
目
覚
め
た
。
あ
た
り
は
静
ま
り
か
え
っ
て
人
は
誰
も
い

ず
、
今
見
た
夢
に
自
分
が
驚
い
て
目
が
覚
め
た
。
見
る
と
、

夕
陽
に
心
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、
夕
陽
が
わ
ざ
と
近
寄
っ
て

小
窓
を
照
ら
し
て

い
る
。

「
碧
玉
に
寄
す
る
詩
」
に
う
た
う
。

離
別
は

腸
の
猶
ほ
断
た
れ
る
が
ご
と
く

離
別
腸
猶

断

相
思
は

骨
の
合
に
銷
け
る
が
ご
と
し

相
思
骨
合

ま
さ

と

銷

愁
魂
は

飛
散
す
る
が
若
く
も

愁
魂
若
飛

散

凭
り
仗
っ
て

一
た
び
相
い
招
か
ん

凭

仗
一
相
招

た
よ

た
よそ

な
た
と
の
離
別
を
考
え
る
と
腸
が
ち
ぎ
れ
る
思
い
が
し
、

相
い
思
う
と
骨
が
い
ま
に
も
溶
け
そ
う
に
な
る
。
そ
な
た
の

霊

魂
が

遠
く
に
飛
び
去
っ
て

も
、
な
ん
と
か
し
て
も
う
一

た
ま
し
い

度
わ
た
し
の
も
と
へ
呼
び
よ
せ
た
い
も
の
だ
。

張
麗
華
は
帝
に
拝
礼
し
て

、
一
篇
を
求
め
た
。
帝
は
そ
れ
は
で

き
な
い
と
断
わ

る
と
、
麗
華
は
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。

此
処
に
儂
を
留
め
ざ
る
も
、

此
処
不
留
儂

こ

こ

わ
れ

⑥

会

ず
儂
を
留
む

る
処
有
り

会
有
留
儂

か
な
ら

処

い
ま
こ
こ
に
わ
た
し
を
受
け
入
れ
て
く
れ
な
く
て
も

き
っ

と
わ
た
し
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

と
い
う
帝
の
詩
を
、
か
つ
て

聞
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す

の
に
、
ど
う
し
て
で
き
な
い
と
仰
る
の
で

す
か
。

帝
は
仕
方
な
く
、
麗
華
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
。

面

を
見
れ
ば

多
事
無
き
も

見
面
無
多

か
お

事

名
を
聞
く
こ
と
爾

許
の

時
な
り
き

聞

名
爾
許
時

か
く
ば
か
り

坐
来

百
媚
を
生
じ

坐
来
生
百
媚

＊

実
に
箇
の

好
き

相
知
な
り

実
箇
好
相

よ

知

あ
な
た
の
顔
を
見
た
と
こ
ろ
で
は
べ
つ
に
普
通
の
人
と
変
わ

り
が
な
い
が
、
あ
な
た
の
名
声
は
今
ま
で
ず
い
ぶ
ん
久
し
く

耳
に
し
て
き
た
。
あ
な
た
は
坐
っ
て
い
る
だ
け
で
艶
め
か
し

く
、
ま
こ
と
に
わ
た
し
の
よ
き
友
人
だ
。
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＊
百
媚
：
宋
・
賀
鋳
の
詞
「
点
絳
唇
」
に
、
「
見
面

無
多
、
坐
来
百
媚
生
餘
態
。
後
庭
春
在
。
折
取

残
紅
戴
。

小
小
蘭
舟
、
盪
毆
東
風
快
。
和
愁

載
。
纏
緜
難
解
。
不
似
羅
裙
帯
。
」
と
あ
る
。

麗
華
は
詩
を
お
し
い
た
だ
い
た
が
、
顔
を
し
か
め
て

喜
ば
な
か

っ
た
。
後
主
は
帝
に
た
ず
ね
て
言
っ
た
。

龍
舟
で

の
遊
び
は
楽
し
い
で

す
か
。
始
め
は
殿
下
の
治
世

は
堯
舜
の
上
を
い
く
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
日
で

は
、
こ

の
よ
う
な
遊
び
に
耽
っ
て

お
ら
れ
る
と
は
。
お
よ

そ
人
は
誰
で

も
、
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
快
楽
を
得
よ
う
と

す
る
も
の
で

す
が
、
む

か
し
は
、
ど
う
し
て

あ
の
よ
う
に

ひ

ど
く
わ

た
く
し
を
と
が
め
た
の
で

す
か
。
あ
の
三
十

＊

六
の
封
書
は
、
今
で

も
わ

た
く
し
を
怏
々
と
し
て

楽
し

お
う
お
う

ま
せ
ま
せ
ん
。

＊
三
十
六
封
書
：
『
南
史
』
巻
十
陳
本
紀
下
に
、

「
隋
文
帝
は
晋
王
広
（
煬
帝
）
を
元
帥
に
し
て

八
十
の
総
管
を
統
轄
さ
せ
て
陳
討
伐
を
進
め
た
。

そ
し
て
璽
書
（
玉
璽
を
押
し
た
詔
勅
）
を
送
っ

て
、
陳
後
主
の
二
十
悪
を
暴
き
、
さ
ら
に
詔
書

を
書
き
写
し
て
三
十
万
枚
複
写
し
て
、
あ
ま
ね

く
江
南
の
内
外
に
広
め
た

。
」
と
あ
る
こ
と
を

さ
す
。
陳
後
主
の
二
十
悪
に
は
、
「
宝
衣
玉
食
、

窮
奢
極
侈
、
淫
声
楽
飮
、
俾
昼
作
夜
。
斬
直
言

之
客
、
滅
無
罪
之
家
、
剖
人
之
肝
、
分
人
之
血
。

欺
天
造
悪
、
祭
鬼
求
恩
、
歌
蒐
衢
路
、
酣
酔
宮

蓄
。
」
な
ど
が
連
ね
ら
れ
て
い
た
（
『
隋
書
』
巻

二
高
祖
紀
下
）
。

帝
は
忽
ち

は
っ
と
我
に
か
え
り
、

ど
う
し
て

今
日
な
お
、
わ

た
し
を
殿
下
と
よ
ぶ
の
だ
。
ま

た
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
も
ち

だ
し
て
わ

た
し
を
責
め
る
の

だ
。

と
叱
り
つ
け
る
と
、
そ
の
声
と
と
も
に
ふ
ぅ

っ
と
消
え
た
。

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録

巻
下
）

訳
注

帝
が
月
観
宮
に
お
で

ま
し
に
な
っ
た
と
き

、
ひ

と
き
わ

景
色

＊

が
澄
み
渡
っ
て

美
し
か
っ
た
。
夜
中
に
起
き
て

、
蕭
妃
と
ふ

た

り
っ
き

り
で

欄
干
の
前
に
立
っ
た
。

簾

碎

（
す
だ
れ
の
か
か

れ
ん
ろ
う

っ
た
れ
ん
じ
窓
）
は
閉
じ
て

お
り
、
侍
臣
は
眠
っ
て

い
た
。
帝

は
蕭
妃
の
肩
に
も
た
れ
か
か
り
、
自
分
が
皇
太
子
に
な
っ
た
頃

の
こ
と
を
語
っ
て

い
た
。
ち

ょ
う
ど
そ
の
時
若
い
宦
官
が
薔
薇

の
し
げ
み
に
隠
れ
て

侍
女
を
か
ら
か
っ
て

い
た
。
帯
に
は
薔
薇
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が
巻
き

つ
き

、
笑
い
声
が
く
っ
く
っ
と
止
ま
な
か
っ
た
。
帝
は

腰
つ
き
が
細
く
か
弱
い
の
を
見
て

、
袁
宝
児
が
密
通
し
て

い
る

と
思
っ
た
。
帝
は
単
衣
を
羽
織
っ
て

足
早
に
近
づ
き

捉
え
た
と

こ
ろ

、
そ
れ
は
侍
女
の
雅

娘
だ

っ
た
。

が
じ
ょ
う

＊
月
観
宮
：
隋
煬
帝
が
行
幸
し

て

泊
ま
る
、
江
都
（
揚
州
）
で

の
行
宮
。

も
ど
っ
て

寝
室
に
入
る
と
、
蕭
妃
は
嘲

笑
っ

て

笑
い
止
ま
な

あ
ざ
わ
ら

か
っ
た
。
帝
は
そ
こ
で

言
っ
た
。

む

か
し
自
分
で

妥

娘
の
所
に
出
か
け
た
時
、
有
り
様
は

だ
じ
ょ
う

ち

ょ
う
ど
あ
の
よ
う
だ
っ
た
。
こ

の
時
は
命
す
ら
も
惜
し

く
は
な
か
っ
た
。
後
に
月

賓
を

得
た
時
は
、
彼
女
に
も

げ
つ
ひ
ん

っ
た
い
ぶ
ら
れ
た
の
で

、
思
う
存
分
に
満
足
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
そ
の
時
の
わ

た
し
の
愛
憐
の
気
持
ち
は
、
今

日
蕭

娘
（

蕭
妃
）
に
対
し
て

抱
く
愛
情
に
劣
ら
な
か

し
ょ
う
じ
ょ
う

っ
た
。
前
に
劉
孝
綽
に
倣
っ
て

「
雑
憶
」
の
詩
を
作
り
、

＊

常
に
そ
の
詩
を
そ
な
た
（
妃
）
に
歌
っ
て

聞
か
せ
た
。
そ

な
た
は
覚
え
て

い
る
か
。

蕭
妃
は
問
わ
れ
、
す
ぐ
に
朗
唱
し
て

言
っ
た
。

睡
る
時
を
憶
う

憶

睡
時

＊
＊

来
た
る
を
待
つ
に

剛

か

来
た
ら
ず

待
來
剛
不
來

な
ぜ

装
い
を
卸
し
て

仍

も

伴

を

索

め

卸
装
仍
索
伴

な
お

と
も

も
と

珮

を

解
き
て

更
に
相
い

催

す

解
珮
更
相
催

お
び
だ
ま

う
な
が

博
山
た
き
て

思
い
は
夢
を
結
ぶ
も

博
山
思
結
夢

＊
＊
＊

沈
水

未
だ
灰
に
成
ら
ず

沈
水

未

＊
＊
＊
＊

成
灰

待
ち
な
が
ら
眠
る
時
の
こ
と
を
思
う
。
お
前
を
待
っ
て
も

な
か
な
か
来
な
い
。
化
粧
を
落
と
し
て
な
お
も
相
い
方
を

求
め
、
お
び
玉
を
と
っ
て

更
に
せ
き
た
て
る
。
香
炉
の
博

山
炉
を
た
い
て
お
前
を
思
っ
て

夢
の
中
に
入
る
も
、
沈
水

香
は
い
つ
ま
で

も
灰
に
な
ら
な
い
。

＊
劉
孝
綽
：
梁
の
沈
約
、
任
昉
ら
に
推
賞
さ
れ
る

。

昭
明
太
子
蕭
統
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
殷
芸
、
王
广
、

陸
顕
ら
の
文
学
士
と
交
わ
る

。
『
隋
書
』
経
籍

志
に

、
「
梁
廷
尉
卿
劉
孝
標
集
十
四
巻
」
と
あ

る

。
『
梁
書
』
巻
三
十
三
に
伝
が
あ
る
。

＊
＊
憶
睡
時
：
次
の
「
憶
起
時
」
の
句
と
と
も
に
、

梁
・
沈
約
の
「
六
憶
詩
」
四
首
に
倣
っ
た
も
の

。

そ
の
詩
は
『
玉
台
新
詠
』
巻
五
に
、
「
憶
来
時
。

的
的
上
階
詢
。
勤
勤
聚
離
別
、
慊
慊
道
相
思
。

相
看
常
不
足
、
相
見
乃
忘
飢
。
」
「
憶
坐
時
。
點

點
羅
帳
前
。
或
歌
四
五
曲
、
或
弄
兩
三
絃
。
笑

時
應
無
比
、
嗔
時
更
可
憐
。
」
「
憶
食

時

。
・
・
・

」
「
憶
眠
時

。
・
・
・
」
と
み
え
る
。

煬
帝
が
自
ら
倣
っ
た
と
い
う
劉
孝
綽
の
詩
に

「
雑
憶
詩
」
は
な
い
。

＊
＊
＊
博
山
炉
：
古
代
の
香
を
焚
く
器
具
。
蓋
に
山
を

重
ね
獣
が
走
る
姿
を
彫
る
。
漢
魏
に
多
い
。
図

は
「
文
博
芸
苑
」
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（http://w
w

w
.hnet.com

.cn/w
byy/

）
に
よ

る
。

＊
＊
＊
＊
沈
水
：
香
木
の
沈
香
の
こ
と
。
芯
の
堅
い
部

分
が
水
に
沈
む
。
沈
水
香
と
も
い
う

。
『
玉

台
新
詠
』
巻
十
近
代
西
曲
歌
楊
叛
児
に
、

「
歓
作
沈
水
香
，
儂
作
博
山
爐
。
」
（
歓
（
あ

な
た
）
は
沈
水
香
を
作
り
，
儂
（
わ
た
し
）

は
博
山
爐
を
作
る
）
と
あ
る
。

ま
た
言
っ
た
。

起
き

る
時
を
憶
う

憶
起
時

投

籤
初
め
て

暁
を

報

す

投
籤
初
報
暁

と
う
せ
ん

し
ら

＊

被

に

惹
か
る
る
香
黛
の
残
り

被
惹
香
黛
残

ふ
と
ん

ひ

枕
に
隠
れ
し
金
釵

劇

ふ

枕
隠
金
釵

劇

ふ
る

笑
い
は
動
く
上
林
の
中

笑
動
上
林
中

除
却
す

司
晨
の
鳥

除
却
司
晨
鳥

し

し

ん

朝
起
き
る
時
の
こ
と
を
思
う
。
時
を
報
せ
る
投
籤
が
鳴
っ
て

夜
明
け
を
告
げ
る
。

褥

に

眉
墨
の
香
り
が
残
り

、
（
笑
い

し
と
ね

の
た
め
に
）
枕
の
下
に
隠
れ
た
金
の

簪

が

絶
え
ず
揺
れ

か
ん
ざ
し

動
き
つ
づ
け
る
。
笑
い
声
が
苑
庭
の
中
全
体
に
響
き
わ
た
り
、

夜
明
け
を
告
げ
る
鳥
が
び
っ
く
り
し
て
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
。

＊
投
籤
：
夜
間
に
時
を
報
せ
る
竹
の
ふ
だ
。
更
籤

、

更
籌
と
も
い
う
。

帝
は
こ
れ
を
聞
い
て

、
溜
め
息
を
つ
き
な
が
ら
言
っ
た
。

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
。
今
で

は
も
う
数
年
前
の
こ

と
だ
。

蕭
妃
は
言
っ
た
。

外
で

は
群
盜
が
多
い
と
聞
き

ま
す
が
、
幸
い
に
し
て

帝
が

そ
れ
を
お
鎮
め
に
な
ろ
う
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

帝
は
言
っ
た
。

わ

し
は
内
う
ち

の
事
は
す
べ
て

楊
素
に
任
せ
て
あ
る
。
人

＊

は
生
ま
れ
て

ど
の
く
ら
い
生
き
ら
れ
る
と
い
う
の
か
。
た

と
え
他
な
ら
ぬ
異
変
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
わ

し
は
長
城

公
な
ん
ぞ
に
成
り
下
が
り
は
せ
ぬ
。
そ
な
た
は
宮
廷
外
の

事
を
申
す
で

な
い
ぞ
。

＊
楊
素
：
字
は
処
道
。
弘
農
華
陰
（
陝
西
省
）

の
人
。
陳
討
伐
に
功
績
が
あ
り
、
煬
帝
の
重

臣
と
し
て
司
徒
、
楚
国
公
と
な
る
。
大
業
二
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年
（
６
０
６
）
卒

。
『
隋
書
』
経
籍
志
に
、

「
大
尉
楊
素
集
十
巻
」
と
あ
り
、
巻
四
十
八

に
楊
素
伝
が
あ
る

。
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

巻
一
百
四
十
三
は
、
煬
帝
が
月
観
宮
に
行
幸

し
た
こ
の
時
（
大
業
十
二
年
以
降

）
、
楊
素
は

死
去
し
て
久
し
か
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

帝
が
以
前
に
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
の
文
選
楼
に
行
幸
さ
れ

＊

た
と
き

、
車
が
到
着
す
る
前
に
、
先
に
宮
女
数
千
人
に
命
じ
て

楼
に
上
っ
て

出
迎
え
さ
せ
た
。
か
す
か
な
風
が
東
か
ら
吹
き

寄

せ
、
宮
女
の
衣
が
風
に
し
な
や
か
に
翻
り
、
じ
か
に
肩
と

項
う
な
じ

に
か
か
っ
た
。
帝
は
そ
れ
を
見
て

、
女
色
に
の
め
り
込
む
こ
と

に
ま
す
ま
す
火
が
つ
い
た
。
そ
こ
で

迷

楼
を
建
て

、
田
舎
の

＊
＊

少
女
を
選
ん
で

住
ま
わ
せ
、
薄
い
絹
の
単
衣
の

裳

を

着
せ

し
た
ば
か
ま

て
、
欄
干
に
も
た
れ
て

眺
め
さ
せ
る
と
、
そ
の
姿
は
風
に
乗
っ

て

舞
い
上
が
る
か
の
勢
い
。
ま
た
名
高
い
お
香
を
四
隅
で

焚
け

ば
、
煙
気
が
漂
い
、
常
時
朝
霧
が
晴
れ
な
い
か
の
ご
と
く
で

、

神
仙
境
と
称
し
て
も
ま
だ
足
り
な
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
楼
上

に
は
四
張
り
の
宝
帳
を
張
り
、
宝
帳
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
名
を

つ
け
、
一
つ
は
散
春
愁
（
春
の
愁
い
を
散
ず
）
と
い
い
、
二
つ

は
酔
忘
帰
（
酔
い
て

帰
る
を
忘
る
）
と
い
い
、
三
つ
は
夜
酣
香

（
夜
酣
の
香
り

）
、
四
つ
は
延
秋
月
（
秋
月
を
延
（
ま
ね

）
く

）

と
い
っ
た
。
化
粧
道
具
や

寝
巻
き
は
、
宝
帳
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

造
り
が
違
っ
た
。

＊
文
選
楼
：
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
の
遺
跡
。
文

選
楼
の
遺
跡
は
四
カ
所
あ
る
。
襄
陽
（
湖
北

省

）
、
池
州
（
安
徽
省
貴
池
）
、
揚
州
（
江
蘇

省

）
、
江
陰
（
江
蘇
省
）
。
『
江
陰
志
』
は
、

「
文
選
楼
は
顧
山
寺
に
あ
る
。
古
く
楼
は
七

棟
あ
り
、
楼
の
前
に
山
茶
一
株
が
あ
り
、
昭

明
太
子
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
と
伝
わ

っ
て
い
る

。
」
と
い
う
。
一
九
八
〇
年
十
月

の
『
光
明
日
報
』
第
三
版
に
、
江
陰
顧
山
公

社
の
文
選
楼
の
前
に
小
豆
が
あ
る
、
実
地
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
文
選
楼
の
遺
跡
は
す
で

に
な
い
が
、
八
十
数
歳
の
老
人
が
覚
え
て
い

て
指
で
示
し
た
旧
跡
は
そ
こ
だ
っ
た
、
と
記

載
し
て
い
る
。
隋
煬
帝
が
訪
れ
た
文
選
楼
は
、

揚
州
の
文
選
楼
。

＊
＊
迷
楼
：
隋
煬
帝
が
建
て
た
楼
閣
。
唐
、
闕
名

撰
『
隋
煬
帝
迷
楼
記
』
に
は
、
煬
帝
は
晩
年

女
色
に
沈
迷
し
、
役
夫
数
万
を
動
員
し
て
、

楼
閣
高
下
、
軒
窓
掩
映
、
幽
房
曲
室
、
玉
欄

朱
楯
、
互
相
連
属
、
回
環
四
合
、
曲
屋
自
通

の
楼
閣
を
一
年
で
完
成
。
誤
っ
て
そ
こ
に
入

る
と
終
日
脱
出
で
き
ず
、
帝
は
喜
ん
で
、

「
真
仙
を
そ
の
中
に
遊
ば
し
む
る
も
、
ま
た

ま
さ
に
自
か
ら
迷
う
べ
き
な
り
。
こ
れ
を
目

し
て
迷
楼
と
い
う
べ
し
。
」
と
言
っ
た
こ
と

か
ら
、
迷
楼
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
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い
る
。

帝
は
広
陵
（
揚
州
）
に
行
っ
て

以
来
、
酒
色
に
お
ぼ
れ
て

度

を
失
い
、
眠
る
た
び
に
必
ず
手
足
が
揺
れ
動
い
た
り
、
或
い
は

歌
声
や

さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
が
一
斉
に
鳴
っ
て
、
そ
れ
を
聞
い
て

よ
う
や

く
夢
路
に
は
い
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た

。
侍
女
の
韓

俊

娥

か
ん
し
ゅ
ん
が

が
特
に
帝
に
気
に
入
ら
れ
た
。
帝
は
い
つ
も

寝

む

時
は
呼
び

や
す

よ
せ
て

、
四
肢
を
揺
り
動
か
す
こ
と
を
命
じ
、
そ
の
後
に
眠
り

に
つ
い
た
の
で
、
特
に
「
来
夢
児
」
と
い
う
名
を
授
け
た
。
蕭

妃
が
密
か
に
韓
俊
娥
に
た
ず
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

帝
は
お
身
体
の
具
合
が
悪
い
よ
う
だ
け
れ
ど
、
お
前
が
安

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
特
別
な
媚
態
の
術
が

有
る
の
か
い
。

韓
俊
娥
は
畏
れ
か
し
こ

ま
り
、
言
っ
た
。

わ

た
く
し
は
帝
に
付
き

従
い
都
か
ら
参
り
ま
し
た
が
、
帝

は
い
つ
も
何
妥
の
車
に
乗
っ
て

お
ら
れ
る
の
を
見
ま
し
た
。

車
道
は
高
低
が
不
揃
い
で

、
女
性
の
体
が
自
然
と
揺
れ
ま

す
。
帝
は
揺
れ
る
体
に
寄
り
添
っ
て

お
喜
び
で

し
た
。
わ

た
く
し
は
今
幸
い
に
も
お
妃
さ
ま
の
恩
德
を
こ

う
む

り
、

帳
の
下
で

帝
の
寝
臥
に
侍
っ
て

お
り
ま
す
が
、
わ
た
く
し

な
り
に
車
の
中
の
様
子
に
倣
っ
て

帝
を
安
ら
か
に
し
て

さ

し
あ
げ
て

い
る
だ
け
で
、
特
別
な
媚
態
の
術
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

後
日
、
蕭
妃
は
韓
俊
娥
を
罪
に
お
と
し
い
れ
て

追
い
出
し
た
が
、

帝
は
そ
れ
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
暇
な
あ
る
日
、

迷
楼
に
登
っ
て
彼
女
を
思
い
、
二
篇
の
詩
を
詠
ん
で

東
南
の
柱

に
書
き

し
る
し
た
。

黯
黯
と
し
て

愁
い
骨
を

侵

し

黯
黯
愁
侵
骨

お
か

綿
綿
と
し
て

病
い
成
ら
ん
と
欲
す

綿
綿
病
欲
成

須

く

知
る
べ
し

潘
岳
の
鬢

須
知
潘
岳
鬢

す
べ
か
ら

＊

強
半
は
多
情
た
り
と

強
半
為
多
情

（
韓
俊
娥
の
こ
と
を
思
う
と
）
暗
澹
と
し
て
愁
い
が
骨

を
も
侵
し
、
綿
々
と
続
い
て
病
気
に
な
る
ば
か
り
。

潘
岳
の
髪
が
白
髪
に
な
っ
た
わ
け
は
、
彼
が
多
情
で

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
知
る
べ
き
な
の
だ
。

＊
潘
岳
の
鬢
：
晋
・
潘
岳
は
「
秋
興
賦
」
序
で

、

「
余
は
春
秋
三
十
有
二
、
始
め
て
二
毛
を
見

る

」
（
『
文
選
』
巻
十
三
）
と
い
う
。
二
毛
は
、

頭
髪
に
白
髪
が
混
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

「
秋
興
賦
」
で

、
「
斑
鬢
髟
（
た
）
れ
て
以

て
弁
（
か
ん
む
り
）
を
承
け
、
素
髪
颯
（
さ

つ
）
と
し
て
以
て
領
（
え
り
）
に
垂
る
」
ま

だ
ら
な
髪
は
冠
を
載
せ
、
白
髪
は
え
り
首
に

垂
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

壮
年
の
白
髪
を
潘
岳
鬢
と
い
う
。
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信

な

ら
ず
や

長
く
相
い
憶
う
は

不
信
長
相

ま
こ
と

憶

絲
は
鬢
の

里

従
り
生
ず

絲
従
鬢
里

う
ち

よ

生

閑
来

楼
に
倚
り
て

立
て

ば

閑

来
倚
楼
立

相
い
望
む
が
ご
と
く

幾

ど

情
を
含
め
り

相
望
幾
含

ほ
と
ん

情

（
韓
俊
娥
の
こ
と
を
）
長
く
思
い
続
け
て
い
た
の
は
本
当
だ
っ

た
、
白
い
糸
が
鬢
の
間
か
ら
生
え
て
き
た
の
だ
か
ら
。
ひ
ま

な
時

閑

か
に
迷
楼
に
寄
り
か
か
っ
て
立
て
ば
、
互
い
に
見
つ

し
ず

め
合
う
か
の
よ
う
で
深

い
感
慨
を
抱
く
。

殿
脚
女
た
ち

が
広
陵
に
着
い
た
後
は
、
全
員
を
月
観
宮
に
迎

え
入
れ
た
の
で

、
呉
絳
仙
な
ど
も
、
し
た
し
く
帝
の
寝
殿
に
付

き

従
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
あ
る
郞
将
が
、

瓜
州
か

＊
か
し
ゅ
う

ら
帝
の
命
令
を
伝
え
た
後
に
戻
っ
て
き
て

、
合

歓
の
果
物
、

ご
う
か
ん

一
器
を
献
上
し
た
。
帝
は
若
い
宦
官
に
命
じ
て
馬
を
走
ら
せ
、

一
対
の
果
物
を
呉
絳
仙
に
授
け
た
が
、
馬
が
疾
駆
し
て

揺
れ
た

た
め
に
、
果
物
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
絳
仙
は
賜

り
物
を
お
し
い
た
だ
く
と
、
紅

い
箋
紙
に
一
筆
し
た
た
め
て

＊
＊

帝
に
さ
さ
げ
た
。

＊
瓜
州
：
今
の
江
蘇
省
揚
州
の
西
南
、
長
江
の

北
岸
に
位
置
す
る

。
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻
二

十
三
揚
州
府
江
都
県
瓜
洲
城
に

、
「
府
の
南
四

十
里
の
江
浜
。
昔
は
瓜
州
村
と
い
う
。
揚
子

江
の
砂
が
堆
積
。
砂
が
長
く
瓜
の
字
状
に
な

っ
て
い
る
。
揚
子
江
口
に
連
接
し
、
人
が
住

む
。
」
と
あ
る
。

＊
＊
紅
箋
：
紅
色
の
箋
紙
。
詩
詞
を
書
い
た
り
名

刺
を
作
っ
た
り
す
る
。

駅
騎

双
果
を
伝
え
て

駅
騎
伝
双

果

君
王
の
寵
念
深

し

君
王
寵
念
深

寧

く
ん
ぞ
知
ら
ん

帝
の

里

を
辞
し
て

寧
知
辞
帝

い
ず

も
と

里

複
た
は
合
歓
の
心
無
き
こ
と
を

無
複
合
歓

心

駅
馬
が
双
つ
の
果
物
を
運
ん
で
く
れ
て
、
帝
が
私
を
思
っ
て

く
だ
さ
る
愛
の
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。
で
も
ど
う
し
て
、
私

の
心
は
帝
の
も
と
を
離
れ
て
し
ま
い
、
二
度
と
歓
び
を
と
も

に
す
る
気
持
ち
は
な
い
こ
と
を
ご
存
じ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

帝
は
詩
句
を
見
て

喜
ば
ず
、
使
い
の
宦
官
を
顧
み
て

言
っ
た
。

絳
仙
は
ど
う
し
た
の
だ
。
ど
う
し
て

恨
み
深

い
こ
と
ば
を

よ
こ

し
た
の
だ
。
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宦
官
は
驚
き

恐
れ
、
お
辞
儀
を
し
て

言
っ
た
。

あ
た
か
も
騎
馬
で

揺
れ
ま
し
た
た
め
に
、
月
観
宮
に
着
い

た
と
き

に
は
、
果
物
は
す
で

に
分
離
し
、
も
と
の
連
理
の

状
態
に
は
戻
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

帝
は
意
味
が
分
か
ら
ず
、
こ

う
言
っ
た
。

絳
仙
は
た
だ
容
姿
が
美
し
い
だ
け
で

な
く
、
詩
の
趣
き
が

お
く
深

く
て

、

女

司

馬
相
如
だ
。
ま
た
、
左
貴
嬪
に
も

お
ん
な

＊

さ

き

ひ

ん

劣
ら
な
い
。

＊
左
貴
嬪
：
西
晋
左
思
の
妹
、
左
芬
の
こ
と
。

好
学
で
よ
く
文
を
綴
り
武
帝
の
貴
嬪
と
な
っ

た

。
『
晋
書
』
巻
三
十
一
后
妃
列
伝
上
に
、

「
武
帝
は
左
芬
の
詞
藻
を
重
ん
じ
、
地
方
の

名
産
や
珍
宝
が
あ
る
た
び
、
必
ず
そ
れ
を
称

美
す
る
文
を
作
ら
せ
、
そ
の
た
め
に
帝
の
恩

賜
を
う
け
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
っ
た
」
と
あ

る
。

帝
が
宮
中
に
お
い
て

小
さ
な
宴
を
催
し
た
と
き

、
拆
字
令
の

＊

た
く
じ
れ
い

遊
び
を
し
て

、
漢
字
の
左
右
離
合
の
意
味
を
考
え
さ
せ
た
。

＊
拆
字
：
字
を
偏
・
旁
・
冠
・
脚
な
ど
に
分
解

し
て
、
そ
の
意
味
で
吉
凶
を
占
っ
た
り
す
る

こ
と
。
拆
字
令
：
酒
宴
の
席
で
文
字
を
分
解

し
て
な
ぞ
を
か
け
る
遊
び
。
令
官
の
役
を
選

び
、
で
き
な
い
者
や
き
ま
り
を
犯
し
た
者
に

は
罰
則
を
与
え
た
り
す
る
。
例
え
ば

、
「
肉
」

を
「
内
中
人
」
、
「
三
」
を
「
眠
川
」
、
ま
た

唐
の
高
祖
「
李
」
淵
の
出
現
を
予
言
し
て

「
木
子
当
天
下
」
（
唐
・
張
読
撰
『
宣
室

志
』
）
な
ど
。

そ
の
時
杳

娘
が

側
に
付
き
従
っ
て

い
て

、
帝
は
、

よ
う
じ
ょ
う

余
は
「
杳
」
の
字
を
分
け
て

「
十
八
日
」
と
し
よ
う
。

と
言
っ
た
。
す
る
と
杳
娘
は
「
羅
」
の
字
を
分
解
し
て

「
四

維
」
と
し
た
。
帝
は
蕭
妃
を
ふ
り
返
り
、

そ
な
た
は
朕
の
字
を
分
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
。
で
き

ね
ば
一
杯
の
酒
を
飲
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
ぞ
。

と
言
う
と
、
妃
は
お
も
む
ろ

に
、

左
を
移
し
て

右
に
置
い
て

書
け
ば
、
な
ん
と
「
淵
」
の
字

＊

に
な
る
で
は
な
い
で

す
か
。

＊
淵
字
：
唐
の
高
祖
李
淵
の
名
。
『
隋
書
』
巻
二

十
二
五
行
志
上
に
は
、
字
を
離
合
し
て
世
の

興
亡
を
占
っ
た
こ
と
が
多
く
見
え
る
。
「
煬
帝

が
即
位
し
て
年
号
を
大
業
と
す
る
と
、
識
者
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が
そ
れ
を
憎
み

、
『
字
に
於
い
て
離
合
す
れ
ば
、

「
大
苦
未
」
と
な
る
』
と
言
っ
た
。
ま
も
な

く
天
下
は
乱
れ
、
国
土
は
塗
炭
の
苦
し
み
に

覆
わ
れ
た
」
と
あ
る
。
淵
の
字
は
、
李
淵
に

取
っ
て
替
わ
ら
れ
る
こ
と
を
予
測
し
た
も
の

。

と
言
っ
た
。
時
に
人
望
は
、
多
く
が
唐
公
（
李
淵
）
に
向
か
っ

て

い
た
た
め
、
帝
は
こ
れ
を
聞
い
て

喜
ば
ず
、
こ

う
言
っ
た
。

余
は
そ
ん
な
事
は
知
ら
ぬ
ぞ
、
ど
う
し
て

「
聖
人
」
と
な

ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
も
の
か
。

か
く
し
て
宮
廷
の
内
に
は
奸
臣
が
台
頭
し
、
外
か
ら
は
盗
賊

＊

が
攻
め
こ
む

よ
う
に
な
っ
た
。
直
閣

の

裴

虔

通
と
虎
賁
郞
将

＊
＊

は
い
け
ん
つ
う

の
司
馬
德
勤
な
ど
が
、
左
右
屯
衛
将
軍

の
宇
文
化

及

を

引
き

し

ば

と

く

き

ん

う

ぶ

ん

か

き
ゅ
う

入
れ
て

反
乱
を
謀
ろ
う
と
し
て

い
た
。
そ
こ
で
官
奴
に
休
暇
を

与
え
て

、
宿
直
を
交
替
制
に
し
た
い
と
願
い
出
た
。
帝
は
臣
下

の
奏
上
を
受
け
入
れ
て

、
次
の
よ
う
な
詔
を
発
し
た
。

＊
奸
臣
、
盗
賊
：
『
隋
書
』
巻
四
煬
帝
紀
下
に
は

「
挙
兵
作
乱
、
称
皇
帝

」
「
挙
兵
反
、
自
称
天

子

」
「
聚
衆
数
万
為
羣
盜

」
「
挙
兵
為
盜
、
衆

数
万
」
な
ど
の
記
述
が
頻
出
し
、
宮
廷
の
内

外
で
反
乱
が
頻
発
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

＊
＊
裴
虔
通
、
司
馬
德
勤
、
宇
文
化
及
：
『
隋
書
』

巻
四
煬
帝
紀
下
に
、
「
義
寧
二
年
三
月
、
右
屯

衛

将
軍
宇
文
化
及
、
武
賁
郞
将
司
馬
德
戡
、

元
礼
、
監
門
直
閣
裴
虔
通
・
・
・
等
が
、
勇

猛
果
敢
の
士
を
集
め
て
乱
を
起
こ
し
、
宮
中

の
奥
殿
ま
で
進
攻
し
た
。
帝
は
温
室
に
て
崩

御
し
、
時
に
五
十
歳
で
あ
っ
た
。
蕭
皇
后
は

宮
人
に
命
じ
て
寝
台
を
撤
収
し
て
棺
を
造
り

埋
葬
さ
せ
た

。
」
と
あ
る
。
宇
文
化
及
は
、
司

馬
德
戡
を
温
国
公
に
封
じ
た
後
、
縊
殺
し
、

皇
帝
位
に
つ
い
て
国
を
許
と
号
し
、
裴
虔
通

を
謗
国
公
と
し
、
そ
の
後
竇
建
德
（
と
う
け

ん
と
く
）
に
斬
殺
さ
れ
る
。
裴
虔
通
は
唐
に

帰
属
し
た
が
、
隋
朝
で
殺
逆
を
犯
し
た
罪
で

除
名
さ
れ
、
嶺
外
の
地
で
死
ん
だ
。
司
馬
德

勤
は

、
『
隋
書
』
に
は
司
馬
德
戡
の
こ
と
と
し

て
見
え
る
。
な
お
、
明
代
小
説
の
『
醒
世
恒

言
』
第
二
十
四
巻
隋
煬
帝
逸
遊
召
譴
は
司
馬

德
戡
と
し

、
『
隋
煬
帝
艶
史
』
第
三
十
八
回
、

『
隋
唐
演
義
』
第
二
十
一
節
は
、
司
馬
德
勘

と
し
て
い
る
。

百
僚
各
位
。
寒
暑
は
交
代
し
て

巡
り
来
る
ゆ
え
、
一
年
の

時
序
が
成
り
立
つ
。
日
月
は
代
わ

る
が
わ

る
明
る
く
な
る

ゆ
え
、
労
苦
と
安
逸
の
均
衡
が
と
れ
る
。
ゆ
え
に
士
子

（
読
書
人
）
に
は
く
つ
ろ

い
で

憩
う
歓
談
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
農
夫
に
は
仕
事
を
休
む

時
節
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
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あ
あ
、
お
前
た
ち

官
奴
よ
、
労
役
に
精
勤
し
、
怠
り
な
く

よ
く
勤
め
た
。
爪
や

髪
に
は
垢
や

埃
が
た
ま
り
、
兜
に
は

虱
が
湧
く
ま
で

に
な
っ
て

い
る
。
朕
は
甚
だ
気
の
毒
に
思

う
。
こ

の
際
お
前
た
ち
に
交
代
で

休
ま
せ
よ
う
。
あ
あ
。

そ
の
む

か
し
東
方
朔
が
滑
稽
を
も
っ
て

求
め
た
よ
う
な

＊

こ
と
に
煩
わ

さ
れ
ず

、（
宮
廷
の

）
衛
士
の
上
奏
文
に
従
お

う

。（
こ
う
す
れ
ば

）
朕
は
侍
従
の
者
に
対
し
て

恩
德
を
施

し
た
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
趣
旨
に
従
う
べ

し
。

か
く
て

焚

草
の
変
が
起
こ
っ
た
。

＊
＊

＊
東
方
朔
の
滑
稽
な
求
め
：
『
漢
書
』
巻
六
十
五

東
方
朔
伝
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る

。
「
漢
武

帝
の
時
、
東
方
朔
は
俸
禄
が
薄
く
謁
見
す
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
従
僕
の

侏
儒
（
こ
び
と
）
を
お
ど
し
て
、
武
帝
は
お

前
た
ち
が
役
立
た
ず
で
い
た
ず
ら
に
衣
食
を

求
め
て
い
る
だ
け
な
の
で
全
員
を
殺
そ
う
と

し
て
い
る
、
と
嘘
を
言
っ
た
。
侏
儒
た
ち
は

恐
れ
て
泣
い
て
、
武
帝
が
通
り
か
か
っ
た
と

き
に
号
泣
し
な
が
ら
叩
頭
し
て
詫
び
た
。
武

帝
は
東
方
朔
の
し
わ
ざ
だ
と
知
っ
て
、
東
方

朔
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
東
方
朔
は
、
侏
儒

は
身
長
が
三
尺
余
り
で
俸
禄
は
穀
物
一
袋
と

銭
二
百
四
十
で
す
。
私
は
身
長
が
九
尺
余
り

で
俸
禄
が
同
じ
く
穀
物
一
袋
と
銭
二
百
四
十

で
す
。
侏
儒
は
た
ら
ふ
く
食
べ
て
死
に
そ
う

で
す
が
、
私
は
飢
え
て
死
に
そ
う
で
す
。
と

言
っ
た
。
武
帝
は
大
笑
い
し
て
金
馬
門
で
詔

命
を
待
た
せ
、
東
方
朔
は
し
だ
い
に
武
帝
の

親
近
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
。

＊
＊
焚
草
の
変
：
『
隋
書
』
巻
八
十
五
宇
文
化
及
伝

に
、
義
寧
二
年
三
月
一
日
、
宇
文
化
及
と
司

馬
德
戡
、
裴
虔
通
等
は
勇
猛
な
士
を
率
い
て

謀
反
を
起
こ
し
、
「
真
夜
中
に
な
る
と
、
司
馬

德
戡
は
東
の
城
内
に
数
万
人
の
兵
を
集
め
て

火
を
放
ち
、
城
外
と
呼
応
し
た
。
煬
帝
は
そ

の
声
を
聞
い
て
、
何
事
か
と
た
ず
ね
る
と
、

裴
虔
通
は
偽
っ
て
、
草
葺
き
の
作
業
場
が
火

事
と
な
り
、
城
外
の
人
が
消
火
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。
だ
か
ら
や
か
ま
し
い
の
で
す
。

と
言
っ
た

。
」
帝
は
そ
れ
を
真
に
受
け
て
遂
に

宮
中
で
殺
さ
れ
た
、
と
あ
る
。
こ
の
兵
乱
を

焚
草
の
変
と
い
う
。

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録
）

跋

訳
注
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【
跋
】
『
説
郛
』
炳
一
百
十
収
『
大
業
拾
遺
記

』
。
『
百
川
学
海
』
庚
集
、

乙
集
収
『
隋
遺
録

』
。
『
香
艶
叢
書
』
、
『
紅
袖
添
香
室
叢
書
』
、

『
宮
或
遺
事

』
、
『
筆
記
小
説
大
観
五
編
』
収
『
大
業
拾
遺

記

』
。
魯
迅
校
録
『
唐
宋
伝
奇
集
』
収
『
隋
遺
録
』
。

右
の
『
大
業
拾
遺
記

』
と
は

、
上
元
県
は
南
朝
の
古
都
で

、
そ

こ
に
梁
の
と
き

瓦
棺
寺
の
閣
を
建
て

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
閣

の
南
隅
に
は
二
部
屋
が
あ
り
、
そ
こ
を
閉
め
た
ま
ま
歳
月
が
経

ち
い
つ
の
ま
に
か
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。
唐
（
武
宗
）
の
会
昌
中

＊

（
八
四
一
～
八
四
六
年
）
に
仏
寺
を

拆

毀

せ
よ
と
の
詔
書
が

た
く

き

発
布
さ
れ
た
の
で

、
二
部
屋
が
開
け
ら
れ
た
。
す
る
と
、
約
千

余
り
の
荀

筆
の
書
が
見
つ
か
り
、
中
に
一
帙
の
書
が
あ
っ
た
。

＊
＊

そ
の
多
く
は
ど
れ
も
損
壊
し
て

い
た
が
、
文
字
で

値
打
ち

が
あ

る
も
の
は

、
『
隋
書

』
の
下
書
き
だ
っ
た

。
そ
の
中
に
生
の
白
藤

紙
の
軸
が
数
幅
あ
っ
て

、
『
南
部
烟
花
録
』
と
題
さ
れ
て

い
た
。

僧
の
志
徹
が
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
。
種
々
の
仏
典
が
焚
さ
れ
る

も
や

こ
と
に
な
り
、
僧
侶
た
ち

は
そ
の
珍
貴
な
軸
を
惜
し
み
、
躍
起

に
な
っ
て

紙
面
の
末
尾
を
開
い
た
。
軸
を
よ
く
見
る
と
、
ど
れ

に
も
「
魯
郡
文
忠
顔
公

」
（
顏
真
卿
）
の
名
が
あ
り
、
自
ら
こ

＊
＊
＊

れ
を
書
き
写

し
た
と
題
署
さ
れ
て

い
た
。
こ

の
書
き
も
の
が
前さ

き

の
荀
筆
で

あ
る
こ
と
は
、
明
白
に
知
ら
れ
た
。
志
徹
が
こ

の
昔

の
こ
と
を
記
し
た
も
の
を
手
に
い
れ
て

、『
隋
書

』
と
比
べ
て

み

る
こ
と
に
及
ん
だ
と
こ
ろ

、
多
く
は
隠
語
で

、
特
に
こ

じ
つ
け

が
あ
り
、
事
柄
が
相
当
脱
落
し
て

い
た
。
国
初
の
文
武
百
官
は

争
っ
て

王
道
を
輔
政
し
た
か
ら
、
顔
公
（
顏
真
卿
）
は
華
麗
奢

靡
な
以
前
の
事
迹
を
良
し
と
せ
ず
、
だ
か
ら
削
除
し
た
の
だ
ろ

う
。
今
堯
風

が
回
復
し
、
天
子
は
有
德
の
車
に
乗
っ
て

い
る

＊
＊
＊
＊

時
世
で

あ
る
。
た
だ
た
だ
、
こ
の
書
が
滅
ん
で

し
ま
っ
て

、
文

人
才
子
の
話
の
種
と
な
ら
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
だ
か
ら
編

纂
し
て

『
大
業
拾
遺
記
』
と
し
た
。
本
文
の
欠
落
は
お
よ
そ
七
、

八
割
あ
る
が
、
そ
れ
を
す
べ
て

『
隋
書
』
に
よ
っ
て

補
っ
た
。

＊
唐
の
武
宗
は
会
昌
五
年
八
月
に
「
仏
寺
を
毀

し
勒
い
て
僧
尼
を
還
俗
せ
し
む
制
」
を
発
し

し

て
、
天
下
の
寺
院
四
千
六
百
余
所
を
壊
し
、

男
女
の
僧
侶
二
十
六
万
五
百
人
を
還
俗
さ
せ
、

招
提
、
蘭
若
四
万
余
所
を
壊
さ
せ
た
。
こ
れ

は
中
国
仏
教
史
上
に
四
度
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
「
三
武
一
宗
」
の
法
難
の
一
つ
で
あ
る
。

三
武
と
は
、
北
魏
の
太
武
帝
、
北
周
の
武
帝
、

唐
の
武
宗
で
、
一
宗
と
は
、
後
周
の
世
宗
を

い
う
。

＊
＊
魯
迅
及
び
『
百
川
学
海
』
収
『
隋
遺
録

』
、

『
宮
鶴
遺
事
』
収
『
大
業
拾
遺
記
』
は
、
「
荀

筆
」
と
す
る
が

、
『
説
郛
』
炳
百
十
収
『
大
業

拾
遺
記
』
、
『
香
艶
叢
書
』
収
『
大
業
拾
遺

記
』
、
『
紅
袖
添
香
室
叢
書
』
収
『
大
業
拾
遺

記
』
、
『
筆
記
小
説
大
観
』
五
編
収
『
大
業
拾

遺
記
』
は

、
「
筍
筆
」
と
す
る
。
ま
た
、
南
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宋
・
周
南
撰
『
山
房
集
』
巻
五
、
宋
・
闕
名

撰
『
五
色
線
』
巻
下
も
「
筍
筆
」
と
し
、

宋
・
晁
公
武
撰
『
郡
斎
読
書
志
』
巻
二
上
雑

史
類
も

、
「
『
南
部
烟
花
録
』
一
巻
…
僧
志
徹

得
之
于
官
閣
筍
筆
中
」
と
し
、
宋
・
孔
伝
撰

『
続
六
帖
』
（
『
唐
宋
白
孔
六
帖
』
巻
十
四
筆

硯
十
六
）
も

、
「
瓦
官
筍
筆
」
（
瓦
棺
寺
の
筍

筆
）
と
題
し
て
こ
の
跋
文
を
引
き
、
い
ず
れ

も
「
筍
筆
」
と
す
る
。
筍
筆
と
は
、

筍

形

た
け
の
こ

の
穂
先
の
筆
の
こ
と
を
い
う
。

＊
＊
＊
「
魯
郡
文
忠
顔
公
」
は
、
宋
・
闕
名
撰
『
五

色
線
』
巻
下
「
瓦
棺
筍
筆
」
と
宋
・
孔
伝
撰

『
続
六
帖

』
「
瓦
棺
筍
筆
」
と
は
「
魯
郡
顔

公
」
と
し
て
お
り
「
文
忠
」
二
字
が
脱
落
し

て
い
る

。
『
五
色
線
』
の
「
瓦
棺
筍
筆
」
の

一
文
を
訳
し
て
紹
介
し
た
小
南
一
郎
は
、

「
魯
郡
顔
公
」
を
「
顔
師
古
」
と
み
な
し
て

い
る
が
（
『
魯
迅
全
集
』
第
十
二
巻
、
一
八

〇
頁
、
学
習
研
究
社
）
、
『
五
色
線
』
と
『
白

孔
六
帖
』
は
文
を
要
約
し
て
採
録
し
て
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
書
の
「
魯
郡
顔
公
」
は
「
魯

郡
文
忠
顔
公
」
つ
ま
り
顔
真
卿
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。

＊
＊
＊
＊
尭
風
：
古
代
の
尭
帝
の
時
は
、
帝
の
德
が
高

く
て
、
よ
く
教
化
が
行
わ
れ
、
世
の
中
は
太

平
で
栄
え
た
。
李
剣
国
は
、
こ
れ
を
晩
唐
宣

宗
の
大
中
年
間
の
こ
と
と
比
定
す
る
（
前
掲

書
五
六
〇
頁

）
。

無
名
氏
の
跋
文
に
つ
い
て

こ

の
跋
文
に
関
し
て
は

、
次
の
章
で
『
山
房
集

』
の
訳
を
示
す

よ
う
に
、

南
宋
・
周
南
撰
『
山
房
集
』
に
採
録
す
る
も
の
に
は
、

『
説
郛
』
や

『
百
川
学
海
』
に
伝
わ

る
跋
文
の
遺
漏
を
補
う
所

が
あ
る
。

そ
れ
は
「
志
徹
因
将
隋
書
草
藁
示
予

、
遂
得
録
前
事

」
の
九
字

で
、
志
徹
が
こ

の
『
隋
書
』
の
草
藁
（
下
書
き

）
を
予
（
わ

た

し
）
に
見
せ
て

く
れ
た
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
は
、
こ

の

「
予
」
が
、
も
と
『
南
部
烟
花
録
』
と
題
さ
れ
た
残
片
を
『
隋

書
』
に
よ
っ
て

補
い
『
大
業
拾
遺
記
』
を
編
纂
し
た
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て

、
こ

の
跋
文
の
前
に
展
開
さ
れ
る
作
品
の
名
は

『
隋
遺
録
』
で

は
な
く
て

『
大
業
拾
遺
記
』
で

あ
る
こ
と
が
ふ

さ
わ
し
く
、
ま
た
こ

の
『
大
業
拾
遺
記
』
の
著
者
は
跋
を
書
い

た
「
予
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
「
予
」
が
名
を
騙
っ
て

顔
師
古
と
し
た
た
め
に
『
大
業
拾
遺
記
』
の
著
者
は
顔
師
古
と

な
っ
て

伝
わ

っ
た
と
い
う
次
第
で

あ
ろ
う
。

従
っ
て

、
こ

の
「
予

」
は

、
僧
の
志
徹
と
同
じ
く
唐
武
宗
の
会
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昌
中
（
八
四
一
～
八
四
六
年
）
の
人
で

、
し
か
も
「
今
尭
風
已

還
、
德
車
斯
駕
」
の
世
に
い
た
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
、

尭
風
が
回
復
し
た
有
徳
の
天
子
の
時
代
が
、
李
剣
国
が
い
う
よ

う
に
武
宗
の
次
の
天
子
、
宣
宗
の
大
中
年
間
（
八
四
七
～
八
五

九
年

）
で

あ
る
な
ら
ば

、
『
大
業
拾
遺
記

』
が
書
か
れ
た
の
は
晩

唐
の
大
中
年
間
か
そ
れ
よ
り
後
の
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て

、
陳

末
か
ら
隋
を
経
て

初
唐
の
貞
觀
十
九
年
（
六
四
五
年
）
に
六
十

五
歳
で

病
卒
し
た
顔
師
古
が
著
者
で

あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い

し
、
そ
の
上
に
ま
た

、
『
宋
史
』
巻
二
百
三
芸
文
志
正
史
類
に

「
顔
師
古

隋
書
八
十
五
巻

」
と
あ
る
よ
う
に

、
『
漢
書

』
一
百

巻
顔
師
古
注
以
外
に

、『
隋
書

』
八
十
五
巻
を
も
著
し
た
顔
師
古

が

、
隋
の
史
実
と
し
て

は
越
王
凝
で

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
『
大
業

拾
遺
記
』
で

越
王
侑
と
し
た
り
、
何
稠
と
何
妥
の
車
を
混
同
し

た
り
、
死
去
後
十
年
以
上
経
過
し
て

い
る
楊
素
を
登
場
さ
せ
た

り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

以
下
に

、
『
山
房
集
』
輯
録
の
跋
の
訳
を
示
す
。

『
山
房
集
』
輯
録

跋

訳

【
又
題
】
南
宋
・
周
南
撰
『
山
房
集
』
巻
五
南
部
烟
花
録

上
元
県
は
南
朝
の
古
都
で

、
そ
こ
に
梁
の
と
き

瓦
棺
閣
を
建
て

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
閣
の
南
隅
に
は
二
つ
の
籠
が
あ
り
、
そ

れ
を
閉
じ
た
ま
ま
歳
月
が
経
ち

い
つ
の
ま
に
か
忘
れ
ら
れ
て

い

た
。
唐
（
武
宗
）
の
会
昌
の
年
（
八
四
一
～
八
四
六
年
）
に
仏

寺
を
拆
毀
せ
よ
と
の
詔
書
が
発
布
さ
れ
て

、
二
つ
の
籠
が
開
け

ら
れ
た
。
す
る
と
、
約
千
余
り
の
筍
筆
の
書
が
見
つ
か
り
、
中

に
一
帙
の
書
が
あ
っ
た
。
ど
れ
も
か
な
り
損
壊
し
て

い
た
が
、

文
字
で

値
打
ち

が
あ
る
も
の
は

、
『
隋
書
』
の
下
書
き
だ
っ
た
。

白
藤
紙
の
軸
が
数
幅
あ
っ
て

、『
南
部
烟
花
録

』
と
題
さ
れ
て

い

た
。
僧
の
志
徹
が
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
。
仏
典
が
焚
さ
れ
る
こ

も
や

と
に
な
り
、
僧
侶
た
ち

は
珍
貴
な
軸
を
惜
し
み
、
躍
起
に
な
っ

て
そ
れ
を
取
り
、
文
字
を
見
開
い
た
。
軸
を
よ
く
見
る
と
、
ど

れ
に
も
「
魯
郡
文
忠
顔
公

」
（
顏
真
卿

）
の
名
が
あ
り

、
自
ら
こ

れ
を
書
き
写

し
た
と
題
署
さ
れ
て

い
た
。
こ

の
書
き
も
の
が
前さ

き

の
筍
筆
で

あ
る
こ
と
は
、
明
白
に
知
ら
れ
た
。
志
徹
が
こ

の

『
隋
書
』
の
下
書
き
を
わ

た
し
に
見
せ
て

く
れ
た
の
で

、
つ
い

に
、
こ

の
昔
の
こ
と
を
記
し
た
書
き
も
の
を
手
に
い
れ

、
『
隋

書
』
と
比
べ
る
こ
と
に
及
ん
だ
と
こ
ろ

、
多
く
は
隠
れ
て

文
を

な
さ
ず
、
時
に
は
こ

じ
つ
け
が
あ
り
、
事
柄
が
相
当
脱
落
し
て

い
た
。
国
初
の
文
武
百
官
は
争
っ
て

王
道
を
輔
政
し
た
か
ら
、

黄
門
の
顔
公
（
顏
真
卿
）
は
筆
で

以
前
の
事
迹
を
お
ご
っ
て

書

き

た
い
と
は
思
わ
ず
、
だ
か
ら
削
除
し
た
の
だ
ろ
う
。
今
堯
風

が
回
復
し
、
天
子
は
有
德
の
車
に
乗
っ
て

い
る
時
世
で

あ
る
。

た
だ
た
だ
、
こ

の
こ
と
が
埋
も
れ
て

し
ま
っ
て

、
文
人
才
子
の

話
の
種
と
な
ら
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
だ
か
ら
『
大
業
拾
遺

記
』
を
編
纂
し
た
。
も
と
の
字
の
欠
落
は
六
、
七
割
あ
る
が
、

そ
れ
を
す
べ
て

『
隋
書
』
に
よ
っ
て

補
っ
た
。
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魯
迅
校
録
『
唐
宋
伝
奇
集
』
収

『
隋
遺
録
』
に
つ
い
て

魯
迅
は
『
唐
宋
伝
奇
集

』
の
「
序
例

」
と
「
稗
辺
小
綴

」
に
お

い
て

、
唐
宋
の
伝
奇
の
作
品
を
集
め
る
に
際
し
て

は

、「
通
行
の

諸
本
に
く
ら
べ
て
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
信
頼
で
き

る
も
の
に

し
よ
う
と
考
え

」
、
「
別
の
書
物
に
重
複
し
て

み
え
る
も
の
や

、

ち

が
っ
た
版
本
が
あ
っ
て

互
い
に
校
勘
で
き

る
も
の
は
、
相
互

に
校
勘
を
行
い
、
字
句
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
正
し
い
も
の

に
従
っ
た

。
」
と
校
勘
の
姿
勢
を
述
べ

、
『
隋
遺
録
』
は
「
明
鈔

本
の
原
本
『
説
郛
』
一
百
巻
の
巻
七
十
八
」
か
ら
録
出
し
て

、

「
明
翻
刻
の
宋
本
『
百
川
学
海

』
」
に
よ
っ
て

校
勘
し
た
と
述
べ

て

い
る
。
私
は
こ

の
た
び
の
調
査
の
な
か
で

、
魯
迅
が
拠
っ
た

と
い
う
「
明
鈔
本
の
原
本
『
説
郛
』
一
百
巻
」
本
で

は
な
く
、

明
鈔
本
『
説
郛
』
一
百
巻
に
据
っ
た
涵
芬
楼
蔵
板
に
よ
っ
て

校

勘
を
し
た
が
、
そ
の
際
に
気
づ
い
た
こ
と
を
以
下
に
記
し
て

お

く
。ま

た

、
前
野
直
彬
は
魯
迅
の
『
唐
宋
伝
奇
集

』
と
『
古
小
説
鉤

沈
』
に
つ
い
て

、
驚
く
べ
き

綿
密
さ
と
正
確
さ
を
も
っ
た
非
常

に
周
到
な
作
業
だ
が
、
現
在
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
校
訂
し
な
お

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
部
分
が
少
な
く
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

⑤

一
方
で

は

、
近
年
大
陸
で
出
版
さ
れ
た
『
唐
五
代
伝
奇
集

』
（
李

格
非
、
呉
志
達
主
編
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
は

魯
迅
校
録
『
唐
宋
伝
奇
集
』
本
を
底
本
と
し
て

『
隋
遺
録
』
に

注
釈
を
施
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
扱
い
に
濃
淡
が
あ
る
の
が

現
状
で

あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

【
巻
上
】

（
一

）
「
留
惜

」
（
校
勘
番
号
１

以
下
番
号
の
み
を
記
す
）

魯
迅
校
録
『
唐
宋
伝
奇
集

』
は
「
留
借

」
と
す
る

。
『
説

郛
』
巻
七
十
八
を
も
と
に
し
て

『
百
川
学
海
』
で

校
勘

し
た
と
い
う
魯
迅
は

、
『
説
郛

』
巻
七
十
八
の
「
留
措

」

を
と
ら
ず

、
「
留
借
」
と
し
た
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で

は

「
留
措

」
「
留
借
」
と
も
に
意
味
が
通
ら
な
い

。
『
百
川

学
海
』
諸
本
に
み
え
る
「
留
惜
」
と
す
べ
き

。
宮
女
が

車
に
と
り
す
が
っ
て

、
心
を
こ

め
て

惜
し
ん
だ
、
と
い

う
意
味
で

あ
ろ
う
。

（
二

）
「
飛
白

」
（
２
，
３
）

魯
迅
は
「
以
帛
」
と
す
る

。
「
以
」
字
は
魯
迅
以
外
に

「
以

」
と
す
る
版
本
は
な
い

。
伝
わ

る
版
本
（
後
述
の
文

献
リ
ス
ト
と
校
勘
表
を
参
照
）
は
す
べ
て

「
飛
」
で

あ
り
、

『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
四
十
九
引
【
大
業
拾
遺
】
も

「
飛

」
と
す
る

。
ま
た
「
帛

」
字
は

、
『
説
郛

』
巻
七
十

八
と

、
『
百
川
学
海

』
諸
本
が

、
い
ず
れ
も
「
帛

」
と
し

て

い
る
こ
と
か
ら

、
魯
迅
は
こ
れ
に
従
っ
た
よ
う
だ

。
し

か
し

、
『
説
郛

』
炳
一
百
十
お
よ
び
『
香
艶
叢
書

』
等
四
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種
の
『
大
業
拾
遺
記

』
は
「
白

」
と
し
て

お
り

、
前
の
一

字
「
飛
」
に
つ
づ
く
語
と
し
て

は
「
白
」
の
方
が
よ
い
。

「
飛
白

」
は
墨
の
色
が
か
す
れ
た
書
体
を
い
う

。
唐
・
張

懐
甞
の
『
書
断

』
巻
上
に

、
「
飛
白
者

、
後
漢
左
中
郞
將

蔡
謠
所
作
也

。
王
隱

、
王
蠢
並
云

、
飛
白
變
楷
製
也

。
本

是
宮
殿
題
署
、
勢
既
徑
丈
、
字
宜
輕
微
不
滿
、
名
爲
飛

白

。
」
と
あ
る
。

（
三

）
「
車
」
（
８
）

魯
迅
は
「
牛
車
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
車
」
一
字
の
み
。

（
四

）
「
香
氣

」
（
１
１
）

魯
迅
は
「
香

」
一
字
と
す
る
が

、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
香

」
の
下
に
「
氣

」
の
字
が
あ
り

、
「
香
氣

」
二
字
と

す
る
。

（
五

）
「
蒲
澤
國

」
（
１
８
）

「
蒲
澤
國
」
の
「
澤
」
字
を
、
魯
迅
は
「
擇
」
と
す
る
が
、

伝
わ
る
版
本
は
す
べ
て

「
澤

」
。
地
名
と
し
て
も
「
蒲

澤

」
は
あ
る
が
「
蒲
擇

」
は
無
い

。
『
漢
書

』
巻
二
十
八

下
地
理
志
に

、
「
五
原
郡
…
県
十
六

。
九
原

、
固
陵

、
五

原
、
臨
沃
、
文
国
、
河
陰
、
嶌
澤
…

。
」
と
あ
り

、
『
旧

五
代
史

』
巻
八
十
三
晋
書
九
少
帝
紀
に

、
「
是
月

、
契
丹

耶
律
德
光
與
趙
延
壽
領
全
軍

入
寇

、
圍
恆
州

、
分
兵
陷
鼓

城
、
槫
城
、
元
氏
、
高
邑
、
昭
慶
、
寧
晉
、
蒲
澤
、
欒
城
、

柏
鄕
等
縣

。
」
と
あ
る
。

（
六

）
「
蛟
」
（
１
９
）

魯
迅
は
「
蚊
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
蛟
」
で

あ
る

。
「
蚊
」
で

あ
れ
ば

、
「
山
を
背
負
う
ほ

ど
巨
大
な
蚊
」
と
な
り
甚
だ
興
趣
に
と
む
と
こ
ろ
だ

が
、

「
山
を
背
負
う
ほ
ど
巨
大
な
蛟

」
が
原
作
の
す
が
た
で
あ

ろ
う
。

（
七

）
「
妙
麗

」
（
２
０
）

魯
迅
は
「
妍
麗
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
妙
麗

」
と
す
る

。
ま
た

、
『
詩
話
総
亀

』
前
集
巻
十
八

収
【
大
業
拾
遺
】
も
「
妙
麗
」
で

あ
る
。

（
八

）
「
野
繭

」
（
２
２
）

魯
迅
は
「
繭

」
一
字
と
す
る
が

、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
野
繭

」
二
字

。
た
だ
し

、
『
詩
話
総
亀

』
前
集
巻
十
八

収
【
大
業
拾
遺
】
は
「
繭
」
一
字
で

あ
る
。

（
九

）
「
程
姫

」
（
２
３
）

魯
迅
は
「
程
妃
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
程
姫

」
と
す
る

。
ま
た

、
『
詩
話
総
亀

』
前
集
巻
十
八

収
【
大
業
拾
遺

】
も
「
程
姫

」
で

あ
る

。
「
程
姫

」
は
漢

景
帝
の
妃
で

、
月
経
を
理
由
に
景
帝
の
寝
室
に
入
ら
な
か

っ
た
こ
と
が

、
『
史
記
』
巻
五
十
九
五
宗
世
家
と
『
漢

書
』
巻
五
十
三
景
十
三
王
伝
に
み
え
る
。

（
十

）
「
午
醉

」
（
２
８
）

魯
迅
は
「
午
睡
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
午
醉

」
と
す
る

。
ま
た

、
『
類
説

』
巻
六
収
【
南
部
烟

花
記

】
、
『
詩
話
総
亀
』
前
集
巻
十
八
収
【
大
業
拾
遺

】
、

『
詩
紀
』
巻
一
百
八
小
冪
詩

、
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
家
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集
』
小

冪
詩

、
『
全
唐
詩
』
巻
七
百
七
十
五
失
題
詩
、

『
漢
魏
六
朝
名
家
集

』
小
窓
詩
も
「
午
醉

」
で

あ
る

。
ち

な
み
に
明
代
小
説
の
『
醒
世
恒
言

』
第
二
十
四
巻
隋
煬
帝

逸
遊
召
譴
は

、
「
醉
」
と
し

、
『
隋
煬
帝
艶
史
』
第
三
十

八
回
は
「
睡
」
と
す
る
。

（
十
一

）
「
愁
魂

」
（
３
０
）

魯
迅
は
「
愁
雲
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
愁
魂

」
と
す
る

。
ま
た

、
『
類
説

』
巻
六
収
【
南
部
烟

花
記

】
、
『
詩
話
総
亀
』
前
集
巻
十
八
収
【
大
業
拾
遺

】
、

『
漢
魏
六
朝
一
百
三
家
集

』
寄
碧
玉
詩

、
『
漢
魏
六
朝
名

家
集

』
寄
碧
玉
詩
も
「
愁
魂

」
で

あ
る

。
ち
な
み
に
『
醒

世
恒
言

』
第
二
十
四
巻
隋
煬
帝
逸
遊
召
譴
も

、
「
愁
魂

」

と
し

、
『
隋
煬
帝
艶
史

』
第
三
十
八
回
も
「
愁
魂

」
と
す

る
。

（
十
二

）
「
爾
許

」
（
３
２
）

魯
迅
は
「
亦
許
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
爾
許

」
と
す
る

。
ま
た

、
『
詩
話
総
亀

』
前
集
巻
十
八

収
【
大
業
拾
遺

】
も
「
爾
許

」
で

あ
る

。
「
亦
許

」
で

は

意
味
が
通
ら
な
い

。
こ
こ

は
諸
本
が
伝
え
る
ご
と
く
「
爾

許

」
が
よ
く

、
「
か
く
ば
か
り

、
こ

の
よ
う
な

」
と
い
う

意
味
と
な
る

。
ち

な
み
に
『
醒
世
恒
言

』
第
二
十
四
巻
隋

煬
帝
逸
遊
召
譴
も

、
「
爾
許
」
と
し

、
『
隋
煬
帝
艶
史
』

第
三
十
八
回
も
「
爾
許
」
と
す
る
。

【
巻
下
】

（
十
三

）
「
名

」
（
３
９
、
４
０
、
４
１
）

魯
迅
は
「
二
曰
…

」
「
三
曰
…

」
「
四
曰
…
」
と
い
ず
れ

も
「
曰
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
二
名

…

」
「
三
名
…

」
「
四
名
…
」
と
す
る
。
こ

の
直
前
に

「
一
名
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

、
「
名
」
の
方
が
よ
い
。

（
十
四

）
「
令

」
（
４
２
）

魯
迅
は
「
命
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
令
」
と
す
る
。

（
十
五

）
「
體

」
（
４
４
）

魯
迅
は
「
常
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
體
」
と
す
る
。

（
十
六

）
「
因
附

」
（
４
５
）

魯
迅
に
は
「
因

」
の
字
な
く
「
附

」
一
字
の
み
だ
が

、
伝

わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
因
附
」
二
字
と
す
る
。

（
十
七

）
「
攻

」
（
４
６
）

魯
迅
は
「
生
」
と
す
る
が
、
伝
わ

る
版
本
は
す
べ
て

「
攻
」
と
す
る
。

（
十
八

）
「
直

」
（
４
７
）

魯
迅
は
「
値
」
と
す
る
が
、
伝
わ
る
版
本
は
す
べ
て

「
直
」
と
す
る

。
『
隋
書
』
巻
四
煬
帝
紀
下
に

、
「
義
寧

二
年
三
月

、
右
屯
衛
将
軍

宇
文
化
及

、
武
賁
郞
将
司
馬
德

戡

、
元
礼

、
監
門
直
閣
裴
虔
通
‥
等

、
以
驍
果
作
乱

、
入

犯
宮
或

」
と
あ
り
「
直
閣

」
と
す
る
の
が
よ
か
ろ
う

。
ち

な
み
に
明
代
小
説
の
『
醒
世
恒
言

』
第
二
十
四
巻
隋
煬
帝

逸
遊
召
譴
は

、
「
値
」
と
し

、
『
隋
煬
帝
艶
史
』
第
三
十
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八
回
と

、
『
隋
唐
演
義

』
第
二
十
一
節
は
「
直

」
と
し
て

い
る
。

以
上
か
ら
判
断
す
れ
ば

、
魯
迅
は
基
本
的
に
は
『
説
郛

』
巻
七

十
八
の
【
隋
遺
録

】
に
拠
り

、
『
百
川
学
海

』
を
参
考
に
し
て

校

勘
を
し
て

い
る
が
、
厳

密
に
そ
れ
を
守
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ

う
だ
。
も
ち
ろ

ん
、
文
献
学
上
適
切
な
校
定
を
し
た
と
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
（
「
泊
肩
」
を
「
拍
肩

」
、
「
樌
肩
」
を

「
瞎
肩

」
と
校
定

）
、
い
ず
れ
の
版
本
に
も
拠
ら
ず
に
独
自
の
判

断
で

校
定
し
た
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
も
そ
れ

ら
の
箇
所
は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

却
っ
て

文
意
が
そ
こ

な
わ
れ
て

お
り

、
『
説
郛

』
や
『
百
川
学
海

』
の
本
文
に
拠
る
べ

き
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ

の
判
断
は
し
か
し

、
『
説
郛

』
と
『
百
川
学
海

』
の
版
本
の

問
題
を
含
む

の
で

、
以
下
に
示
す
こ

の
た
び
の
調
査
対
象
文
献

資
料
か
ら
判
断
し
た
も
の
、
と
い
う
但
し
書
き
が
つ
く
。
ま
た
、

『
唐
宋
伝
奇
集
』
の
中
の
【
隋
遺
録
】
一
篇
を
調
査
し
た
範
囲

内
で

、
と
い
う
但
し
書
き
が
つ
く
。

以
上
を
検
討
す
る
際
に
参
照
し
た
文
献
を
以
下
に
掲
げ
て

お

く
。

『
説
郛

』
巻
七
十
八
収
【
隋
遺
録

】
（
据
明
鈔
本
『
説
郛

』
一
百

巻
。

涵
芬
楼
蔵
板
『
説
郛
三
種

』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
八
年

、
上
海
）

『
説
郛
』

炳
一
百
十
収
【
大
業
拾
遺
記

】
（
同
右
）

『
百
川
学
海
』
庚
集
収
【
隋
遺
録

】
（
摸
宋
咸
淳
本
『
百
川
学

海

』
、

中
文
出
版
社
、
一
九
七
九
年

、
京
都
）

『
百
川
学
海

』
庚
集
収
【
隋
遺
録

】
（
影
宋
本
『
百
川
学
海

』
十

集
、

新
興
書
局

、
一
九
六
九
年
、
台
北
）

『
百
川
学
海

』
庚
集
収
【
隋
遺
録

】
（
『
百
川
学
海

』
、
海
王
邨
古

籍
叢
刊
、
中
国
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
北
京
）

『
百
川
学
海
』
乙
集
収
【
隋
遺
録

】
（
重
刊
『
百
川
学
海

』
、
筑

波
大
学
所
蔵
）

『
歴
代
小
史

』
巻
之
九
収
【
隋
遺
録

】
（
明
・
李
幵
輯

。
江
蘇
広

陵
古
籍
刻
印
社

、
一
九
八
九
年
、
揚
州
）

『
香
艶
叢
書

』
収
【
大
業
拾
遺
記

】
（
民
国
三
年
上
海
中
国
図
書

公
司
和
記
印
行
本
複
製
『
香
艶
叢
書

』
、
上
海
書
店

、
一
九

九
一
年
、
上
海
）

『
紅
袖
添
香
室
叢
書
』
収
【
大
業
拾
遺
記

】
（
民
国
二
十
五
年
、

上
海
羣
学
社
排
印
本
）

『
宮
或
遺
事
』
収
【
大
業
拾
遺
記

】
（
缶
古
書
店
、
一
九
三
六
年

、

上
海
）

『
筆
記
小
説
大
観
五
編
』
収
【
大
業
拾
遺
記

】
（
民
国
六
十
三
年
、

新
興
書
局
景
印
本
、
台
北
）

『
類
説

』
巻
六
収
【
南
部
烟
花
記

】
（
四
庫
筆
記
小
説
叢
書

、
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
上
海
）

『
太
平
御
覧

』
巻
七
百
四
十
九
引
【
大
業
拾
遺

】
（
民
国
六
十
四

年
、
平
平
出
版
社
景
印
本
、
台
南
）

『
詩
話
総
亀

』
前
集
巻
十
八
引
【
大
業
拾
遺

】
（
人
民
文
学
出
版
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社
、

一
九
九
八
年
、
北
京
）

『
詩
紀
』
巻
一
百
八
収
「
小
冪
詩

」
「
寄
碧
玉
詩
」

『
全
唐
詩
』
巻
七
百
七
十
五
収
「
失
題
詩
」

『
陳
後
主
集

』
「
小
冪
詩

」
「
寄
碧
玉
詩

」
（
『
漢
魏
六
朝
一
百
三

家
集

』
）

『
陳
後
主
集

』
「
小
窓
詩

」
「
寄
碧
玉
詩

」
（
『
漢
魏
六
朝
名
家

集

』
、

宣
統
三
年
上
海
文
明
書
局
排
印
本
）

『
全
唐
五
代
小

説

』

巻
六
七
収
【
南
部
烟
花
録

】
（
李
時
人
編

（
５
）

校
、

何
満
子
審
定
、
陝
西
人
民
出
版
社

、
一
九
九
八
年
、

西
安
）校

定

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録

巻
上
）

大
業
十
二
年
、
煬
帝
將
幸
江
都
。
命
越
王
侑
留
守
東
都
。
宮
女

半
不
随
駕
、
爭
泣
留
帝
言
、

「
遼
東
小
國
、
不
足
以
煩
大
駕
。
願
擇
將
征
之

。
」

攀
車
留
惜
、
指
血
染
鞅
。
帝
意
不
回
。
因
戲
飛
白
題
二
十
字
、

１

２

３

賜
守
宮
女
云
、

４

「
我
夢
江
南
好
、
征
遼
亦
偶
然
、
但
留
顔
色
在
、
離
別
只
今

５

６

年

。
」

車
駕
既
行
、
師
徒
百
萬
前
駆
。
大
橋
未
就
、
別
命
雲
屯
將
軍

麻

叔
謀
、
濬
黄
河
入汴
隄

、
使
勝
巨
艦
。
叔
謀
銜
命
、
甚
酷
。
以

鐵
脚
木
鵝
試
彼
淺
深

、
鵝
止
、
謂
濬
河
之
夫
不
忠
、
隊
伍
死
水７

下

。
至
今
兒
啼

、
聞
人
言
「
麻
胡
來

」
、
即
止

。
其
訛
言
畏
人
皆

若
是
。

帝
離
都
旬
日
、
幸
宋
何
妥
所
進
車
。
車
前
隻
輪
高
廣
、
疏
釘

８

爲
刃
、
後
隻
輪庳

下
、
以
柔
楡
爲
之
、
使
滑
勁
不
滯
、
使
牛
御

焉
。
自
都
抵汴

郡
、
日
進
御
車
女
。
車

弭
垂
鮫綃

網
、
雜
綴
片

９

玉
鳴
鈴
、
行
搖
玲
瓏
、
以
混
車
中
笑
語
、
冀
左
右
不
聞
也
。
長

安
貢
御
車
女
袁
寶
兒
、
年
十
五
、
腰

肢

纖
堕
、騃

冶
多
態
。

１
０

帝
寵
愛
之
特
厚
。
時
洛
陽
進
合
蔕
迎
輦
花
、
云
、

「
得
之
嵩
山
塢
中
。
人
不
知
名
。
採
者
異
而
貢
之

。
」

會
帝
駕
適
至
、
因
以
迎
輦
名
之
。
花
外
殷
紫
、
内
素
膩
菲
芬
、

粉
蘂
、
心
深

紅
、跗

爭
兩
花
。
枝
幹烘

翠
類
通
草
、
無
刺
、
葉

圓
長
薄
。
其

香

氣穠

芬
馥
、
或
惹
襟
袖
、
移
日
不
散
、
嗅
之

１
１

令
人
多
不
睡

。
帝
命
寶
兒
持
之

、
號
曰
「
司
花
女

」
。
時
詔
虞
世

南
草
征
遼
指
揮
德
音

敕

于

帝

側
、
寶
兒
注
視
久
之
。
帝
謂
世

１
２
１
３

南
曰
、

「
昔
傳
飛
燕
可
掌
上
舞
、
朕
常
謂
儒
生
飾

于

文
字
、
豈
人

１
４

能
若
是
乎
。
及
今
得
寶
兒
、
方
昭
前
事
。
然
多憨

態
。
今

注
目

於

卿
。
卿
才
人
、
可
便
嘲
之

。
」

１
５

世
南
應
詔
爲
絶
句
曰
、

「
學
畫
鴉
黄
半
未
成
、
垂
肩･

袖
太憨

生
。
縁憨

却
得
君
王
惜
、

長
把
花
枝
傍
輦
行

。
」

上
大
悦
。

至汴

、

上

御
龍
舟
、
蕭
妃
乘
鳳
舸
、
錦
帆

彩

纜
、
窮
極
侈

１
６

１
７

靡
。
舟
前
爲
舞
臺
、
臺
上
垂
蔽
日
簾
。
簾
即
蒲

澤

國
所
進
、

１
８

以
負
山

蛟

睫紉

蓮
根
絲
、
貫
小
珠
、
間
睫
編
成
、
雖
曉
日
激

１
９
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射
、
而
光
不
能
透
。
毎
舟
擇

妙

麗
長
白
女
子
千
人
、
執
雕
板

２
０

鏤
金檝

、
號
爲
殿
脚
女
。
一
日
帝
將
登
鳳
舸
、
凭
殿
脚
女
呉
絳

仙
肩
。
喜
其
柔
麗
、
不
與
羣
輩
齒
、
愛
之
甚
、
久
不
移
歩
。
絳

仙
善
畫
長
蛾
眉
。
帝
色
不
自
禁
、
回
輦
召
絳
仙
、
將
拜婕

妤
。

適
値
絳
仙
下
嫁
爲
玉
工
萬

羣

妻
、
故
不
克
諧
。
帝
寢
興
罷
、

２
１

擢
爲
龍
舟
首檝

、
號
曰
「崆
峒

夫
人

」
。
由
是
殿
脚
女
爭
效
爲
長

蛾
眉
。
司
宮
吏
日
給
螺
子
黛
五
斛
、
號
爲
蛾
綠
。
螺
子
黛
出
波

斯
國
、
毎
顆
直
十
金
。
後
徴
賦
不
足
、
雜
以
銅
黛
給
之
、
獨
絳

仙
得
賜
螺
黛
不
絶
。
帝
毎
倚
簾
視
絳
仙
、
移
時
不
去
、
顧
内
謁

者
云
、

「
古
人
言
、
秀
色
若
可
餐
。
如
絳
仙
、
眞
可
療
飢
矣

。
」

因
吟
持檝

篇
賜
之
、
曰
、

「
舊
曲
歌
桃
葉
、
新
粧
艶
落
梅
。
將
身
倚
輕檝

、
知
是
渡
江

來

。
」

詔
殿
脚
女
千
輩
唱
之
。
時
越
溪
進
耀
光
綾
、
綾
紋
突
起
、
時
有

光
彩
。
越
人
乘
樵
風
舟
、
泛
于
石
帆
山
下
、
収
野
繭
繰
之
。
繰

絲
女
夜
夢
神
人
告
之
曰
、

「
禹
穴
三
千
年
一
開
。
汝
所
得

野

繭
、
即
江
淹
文
集
中
壁

２
２

魚
所
化
也
。
絲
織
爲
裳
、
必
有
奇
文

。
」

織
成
果
符
所
夢
、
故
進
之
。
帝
獨
賜
司
花
女
顔
絳
仙
、
他
姫
莫
預
。

蕭
妃
恚
妬
不
懌
、
由
是
二
姫
稍
稍
不
得
親
幸
。
帝
常
醉
遊
諸
宮
、

偶
戲
宮
婢
羅
羅
者

。
羅
羅
畏
蕭
妃

、
不
敢
迎
帝

、
且
辭
以
有
程

姫２
３

之
疾
、
不
可
薦
寢
。
帝
乃
嘲
之
曰
、

「
箇
人
無
頼
是
横
波
、
黛
染
隆
顱
簇
小

蛾

。
幸
好
留
儂
伴

２
４

成
夢
、
不
留
儂
住
意
如
何

。
」

帝
自
達
廣
陵
、
宮
中
多
傚
呉
言
、
因
有
儂
語
也
。

帝
昏
湎
滋
深

、
往
往
爲
妖
崇
所
惑

。
嘗
遊
呉
公
宅
蓑
臺

、
恍
惚

間
與
陳
後
主
相
遇
、
尚
喚
帝
爲
殿
下
。
後
主
戴
輕
紗
皂幘

、
青

綽
袖
、
長
裾
、
綠
錦
純
縁
紫
紋
方
平
履
。
舞
女
數
十
許
、
羅
侍

左
右
。
中
一
人逈

美
、
帝
楠
目
之
。
後
主
云
、

「
殿
下
不
識
此
人
耶
。
即
麗
華
也
。
毎
憶
桃
葉
山
前
乘
戰
艦

與
此
子
北
渡
。
爾
時
麗
華
最
恨
、
方
倚
臨
春
閣
試
東
郭
哽

紫
毫
筆
、
書
小砑

紅綃

作
答
江
令
「

璧

月
」
句
。
詩
詞

２
５

２
６

未
終
、
見
韓
擒
虎
躍
青驄

駒
、
擁
萬
甲
直
來
衝
人
、
都
不

存
去
就
、
便
至
今
日

。
」

俄
以
綠
文
測
海
蠡

、
酌
紅
梁
新
妓
勸
帝

。
帝
飮
之
甚
歡

、
因
請
麗

華
舞
玉
樹
後
庭
花
。
麗
華

辭

以
抛
擲
歳
久
、
自
井
中
出
來
、

２
７

腰
肢
依
拒
、
無
復
往
時
姿
態
。
帝
再
三
索
之
、
乃
徐
起
、
終
一

曲
。
後
主
問
帝
、

「
蕭
妃
何
如
此
人

。
」

帝
曰
、

「
春
蘭
秋
菊
、
各
一
時
之
秀
也

。
」

後
主
復
詩
十
數
篇
、
帝
不
記
之
、
獨
愛
小
窗
詩
及
寄
侍
兒
碧
玉

詩
。
小
窗
云
、

「
午

醉

醒
來
晩
、
無
人
夢
自
驚
。
夕
陽
如
有
意
、
偏
傍
小

２
８

窗
明

。
」

寄
碧
玉
云
、

「
離
別
腸
猶

斷
、
相
思
骨
合
銷
。
愁
魂

若
飛
散
、
憑
仗
一

２
９

３
０

相
招

。
」

麗
華
拜
帝

、
求
一
章
。
帝
辭
以
不
能
。
麗
華
笑
曰
、

３
１
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「
嘗
聞
、
此
處
不
留
儂
、
會
有
留
儂
處
。
安
可
言
不
能

。
」

帝
強
爲
之
操
觚
曰
、

「
見
面
無
多
事
、
聞
名
爾

許
時
。
坐
來
生
百
媚
、
實
箇
好

３
２

相
知

。
」

麗
華
捧
詩
、
瞎

然
不
懌
。
後
主
問
帝
、

３
３

「
龍
舟
之
遊
樂
乎

。
始
謂
殿
下
致
治
在
堯
舜
之
上

、
今
日
復
此

逸
遊
。
大
抵
人
生
各
圖
快
樂
、
曩
時
何
見
罪
之
深

耶
。
三
十
六

封
書
、
至
今
使
人
怏
怏
不
悦

。
」

帝
忽
悟
、
叱
之
云
、

「
何
今
日
尚
目
我
爲
殿
下
、
復
以
往
事
訊
我
邪

。
」

随
叱
聲
恍

然
不
見
。

３
４

校
定

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録

巻
下
）

帝
幸
月
觀

、
煙
景
清
朗

。
中
夜

、
獨
與
蕭
妃
起
臨
前
軒

。
簾
碎３
５

不
開
、
左
右
方
寢
。
帝
凭
妃
肩
、
説
東
宮
時
事
。
適
有
小
黄
門

映
薔
薇
叢
調
宮
婢

、
衣
帶
爲
薔
薇

壱
結

、
笑
聲
吃
吃
不
止

。
帝
望

見
腰
支
纖
弱
、
意
爲
寶
兒
有
私
。
帝
披
單
衣
亟
行
擒
之
、
乃
宮

婢
雅
娘
也
、
回
入
寢
殿
、
蕭
妃
誚
笑
不
知
止
。
帝
因
曰
、

「
往
年
私
幸
妥
娘
時
、
情
態
正
如
此
。
此
時
雖
有
性
命
、
不

復
惜
矣
。
後
得
月
賓
、
被
伊
作
意
態
不
徹
。
是
時
儂
憐３
６

心
、
不
減
今
日
對
蕭
娘
情
態
。
曾
效
劉
孝
綽
爲
雜
憶
詩
、

常
念
與
妃
。
妃
記
之
否

。
」

蕭
妃
承
問
、
即
念
云
、

「
憶
睡
時
、
待
來
剛
不
來
。
卸
粧
仍
索
伴
、
解
珮
更
相
催
。

博
山
思
結
夢
、
解
水
未
成
灰

。
」

又
云
、

「
憶
起
時

、
投
籤
初
報
曉

。
被
惹
香
黛
残

、
枕
隱
金
釵裊

。
笑

動
上
林
中
、
除
却
司
晨
鳥

。
」

帝
聽
之
、
咨
嗟
云
、

「
日
月遄

逝
、
今
來
已
是
幾
年
事
矣

。
」

妃
因
言
、

「
聞
説
外
方
羣
盗
不
少
、
幸
帝
圖
之

。
」

帝
曰
、

「
儂
家
事
、
一
切
已
託
楊
素
了
。
人
生
能
幾
何
。
縦
有
他
變
、

儂
終
不
失
作
長
城
公
。
汝
無
言
外
事
也

。
」

帝
嘗
幸
昭
明
文
選
樓

、
車
駕
未
至

、
先
命
宮
娥
數
千
人
昇
樓
迎

侍

。
微
風
東
來
、
宮
娥
衣
被
風
綽
、
直
拍

肩
項
。
帝
覩
之
、

３
７

３
８

色
荒
愈
熾
。
因
此
乃
建
迷
樓
、
擇
下
俚
稚
女
居
之
、
使
衣
輕
羅

單
裳
、
倚
檻
望
之
、
勢
若
飛
擧
。
又爇

名
香
於
四
隅
、
煙
氣
霏

霏
、
常
若
朝
霧
未
散
、
謂
爲
神
仙
境
不
我
多
也
。
樓
上
張
四
寶

帳
、
帳
各
異
名
。
一
名
散
春
愁
、
二
名

醉
忘
歸
、
三
名

夜
酣

３
９

４
０

香
、
四
名

延
秋
月
。
粧
奩
寢
衣
、
帳
各
異
製
。

４
１

帝
自
達
廣
陵

、
解
湎
失
度

、
毎
睡

、
須
搖
頓
四
體

、
或
歌
吹
齊

鼓
、
方
就
一
夢
。
侍
兒
韓
俊
娥
尤
得
帝
意
、
毎
寢
必
召
、
令４
２

振
聳
支
節
、
然
後
成
寢
、
別
賜
名
爲
「
來
夢
兒

」
。
蕭
妃
嘗

密

４
３

訊
俊
娥
曰
、

「
帝
體

不
舒
、
汝
能
安
之
、
豈
有
他
媚

。
」

４
４
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俊
娥
畏
威
、
進
言
、

「
妾
從
帝
自
都
城
來
、
見
帝
常
在
何
妥
車
。
車
行
高
下
不
等
、

女
態
自
搖
。
帝
就
搖
怡
悦
。
妾
今
幸
承
皇
后
恩
德
、
侍
寢

帳
下
、
私
效
車
中
之
態
以
安
帝
耳
、
非
他
媚
也

。
」

他
日
、
蕭
后
誣
罪
去
之
、
帝
不
能
止
。
暇
日
登
迷
楼
憶
之
、
題

東
南
柱
二
篇
云
、

「
黯
黯
愁
侵
骨
、
緜
緜
病
欲
成
。
須
知
潘
岳
鬢
、
強
半
爲
多

情

。
」

又
云
、

「
不
信
長
相
憶
、
絲
從
鬢
裏
生
。
閑
來
倚
楼
立
、
相
望
幾
含

情

。
」

殿
脚
女
自
至
廣
陵

、
悉
命
備
月
觀
行
宮

、
由
是
絳
仙
等
亦
不
得

親
侍
寢
殿
。
有
郎
將
自
瓜
州
宣
事
迴
、
進
合
歡
水
果
一
器
。
帝

命
小
黄
門
以
一
雙
馳
騎
賜
絳
仙
、
遇
馬
急
搖
解
。
絳
仙
拜
賜
私

恩
、
因

附
紅
牋
小
簡
上
進
曰
、

４
５

「
駅
騎
傳
雙
果
、
君
王
寵
念
深

。
寧
知
辭
帝
里
、
無
復
合
歡

心

。
」

帝
省
章
不
悦
、
顧
黄
門
曰
、

「
絳
仙
如
何
。
何
來
辭
怨
之
深

也

。
」

黄
門
懼
、
拜
而
言
曰
、

「
適
走
馬
搖
動
、
及
月
觀
、
果
已
離
解
、
不
復
連
理

。
」

帝
意
不
解
、
因
言
曰
、

「
絳
仙
不
獨
貌
可
觀
、
詩
意
深

切
、
乃
女
相
如
也
。
亦
何
謝

左
貴
嬪
乎

。
」

帝
于
宮
中
嘗
小
會
、
爲
拆
字
令
、
取
左
右
離
合
之
意
。
時
杳

娘
侍
側
。
帝
曰
、

「
我
取
杳
字
爲
十
八
日

。
」

杳
娘
復
解
羅
字
爲
四
維
。
帝
顧
蕭
妃
曰
、

「
汝
能
拆
朕
字
乎
。
不
能
當
醉
一
杯

。
」

妃
徐
曰
、

「
移
左
晝
居
右
、
豈
非
淵
字
乎

。
」

時
人
望
多
歸
唐
公
、
帝
聞
之
不
懌
、
乃
言
、

「
吾
不
知
此
事
、
豈
爲
非
聖
人
耶

。
」

于
是
奸
蠹
起
于
内
、
盗
賊
攻

于
外
、
直

閣
裴
虔
通
、
虎
賁
郎

４
６

４
７

將
司
馬
德
勤
等
、
引
左
右
屯
衛
將
軍

宇
文
化
及
將
謀
亂
、
因
請

放
官
奴
分
直
上
下
。
帝
可
奏
、
即
宣
詔
云
、

「
門
下

。
寒
暑
迭
用

、
所
以
成
歳
功
也

。
日
月
代
明

、
所
以
均

勞
逸
也
。
故
士
子
有
遊
息
之
談
、
農
夫
有
休
勞
之
節
。
資
爾髠

衆
、
服
役
甚
勤
、
執
勞
無
怠
。
埃壒

溢
于
爪
髪
、蟣

蝨
結
于
兜

鍪

。
朕
甚
憫
之
、
俾
爾
休
番
從
便
。
噫
嚱

。
無
煩
方
朔
滑
稽

４
８

之
請
、
而
從
衛
士
遞
上
之
文
。
朕
于
侍
從
之
間
、
可
謂
恩
矣
。

可
依
前
件
事

。
」

是
有
焚
草
之
變
。

大
業
拾
遺
記
（
隋
遺
録
）

跋

原
文

『
説
郛
』
炳
一
百
十
収
『
大
業
拾
遺
記
』
。
『
百
川
学
海
』
庚

集
、
乙
集
収
『
隋
遺
録

』
。
『
香
艶
叢
書

』
、
『
紅
袖
添
香
室
叢
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書
』
、
『
宮
或
遺
事
』
、
『
筆
記
小
説
大
観
五
編
』
収
『
大
業
拾

遺
記

』
。
魯
迅
校
録
『
唐
宋
伝
奇
集
』
収
『
隋
遺
録
』
。

右
大
業
拾
遺
記
者
、
上
元
縣
南
朝
故
都
、
梁
建
瓦
棺
寺
閣
。

閣
南
隅
有
雙
閤
、
閉
之
、
忘
記
歳
月
。

會
昌
中

、
詔
拆
浮
圖

、
因
開
之

。
得
荀
筆
千
餘
頭

、
中
藏
書
一

帙
、
雖
皆
随
手
靡
潰
、
而
文
字
可
紀
者
、
乃
隋
書
遺
藁
也
。
中

有
生
白
藤
紙
數
幅
、
題
爲
南
部
烟
花
録
、
僧
志
徹
得
之
。

及
焚
釋
氏
羣
經
、
僧
人
惜
其
香
軸
、
争
取
紙
尾
拆
去
。
視
軸
、

皆
有
魯
郡
文
忠
顔
公
名
、
題
云
手
寫
。
是
録
即
前
之
荀
筆
、
可

不
挙
而
知
也
。

志
徹
得
録
前
事

、
及
取
隋
書
校
之

、
多
隠
文

、
特
有
符
會

、
而

事
頗
簡
脱
。

豈
不
以
國
初
将
相
、
争
以
王
道
輔
政
、
顔
公
不
欲
華
靡
前
跡
、

因
而
削
乎
。

今
堯
風
已
還

、
德
車
斯
駕

。
獨
惜
斯
文
湮
没

、
不
得
爲
辭
人
才

子
談
柄
、
故
編
云
大
業
拾
遺
記
。
本
文
缺
落
、
凡
十
七
八
、
悉

從
而
補
之
矣
。

『
山
房
集
』
輯
録

跋

原
文

南
宋
・
周
南
撰
『
山
房
集
』
巻
五
南
部
烟
花
録
又
題

上
元
縣
南
朝
故
都
、
梁
建
瓦
棺
閣
。
閣
南
隅
有
雙
籠
、
閉
之
、

＊

忘
記
歳
月
。

會
昌
年
、
詔
拆
浮
圖
、
開
之
。
得
筍
筆
千
餘
頭
、
中
藏
一
帙
、

＊

＊

雖
随
手
飛
潰
、
而
文
字
可
記
、
乃
隋
書
遺
藁
也
。
有
白
藤
紙
數

＊

＊

幅
、
題
云
南
部
烟
花
録
、
僧
志
徹
得
之
。

＊

及
焚
經
、
僧
人
惜
香
軸
、
争
取
之
拆
去
紙
筆
。
視
軸
、
皆
有

＊

＊

＊

魯
郡
文
忠
顔
公
名
、
題
云
手
寫
。
是
經
即
前
之
筍
筆
、
可
挙
而

＊

＊

知
也
。

志
徹
因
將
隋
書
草
藁
示
予
、
遂
得
録
前
事
、
及
取
隋
書
校
之
、

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

多
隠
不
文
、
時
有
符
會
、
事
頗
簡
脱
。

＊

＊

豈
不
以
國
初
将
相
、
争
以
王
道
輔
政
、
黄
門
顔
公
不
欲
筆
靡

＊

＊

＊

前
跡
、
因
而
削
乎

今
則
堯
風
已
還
、
德
車
斯
駕
。
獨
惜
茲
事
堙
没
、
不
得
詞
人

＊

＊

＊

＊

＊

才
子
談
柄
、
故
編
成
大
業
拾
遺
記
。
本
字
缺
、
凡
十
六
七
、
悉

＊

＊

＊

＊

從
而
補
之
。

（
＊

印
は
異
同
の
あ
る
箇
所
を
示

す
）

説
郛
・
百
川
学
海
等
十
三
種
対
照
大
業
拾
遺
記

校
勘
表
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校 勘 番 号 1
校 定 語

借 惜 措 以 飛 帛 白 女 妓 南 都 存 留 水 氷
牛
車

車
車
女

女
車

肢 支 香
香
氣

敕 評 于 於 於 于 上 帝 彩 綵 擇 澤 蚊 蛟

説 郛 巻 七 八 【 隋 遺 録 】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
説 郛 炳 一 一 〇 【 大 業 拾
遺 記 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

百 川 学 海 摸 宋 咸 淳 本
【 隋 遺 録 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

百 川 学 海 影 宋 本 【 隋 遺
録 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

百 川 学 海 海 王 邨 古 籍 叢
刊 【 隋 遺 録 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

百 川 学 海 筑 波 大 学 【 隋
遺 録 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

歴 代 小 史 【 隋 遺 録 】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
香 艶 叢 書 【 大 業 拾 遺 記 】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
紅 袖 添 香 室 叢 書 【 大 業
拾 遺 記 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮 鶴 遺 事 【 大 業 拾 遺 記 】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
筆 記 小 説 大 観 五 編 【 大
業 拾 遺 記 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

魯 迅 唐 宋 伝 奇 集 【 隋 遺
録 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

李 時 人 全 唐 五 代 小 説
【 南 部 烟 花 録 】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

類 説 巻 六 収 【 南 部 烟 花
記 】
太 平 御 覧 巻 七 四 九 【 大
業 拾 遺 】

○ ○ ○ ○ ○

詩 話 総 亀 前 集 巻 十 八
【 大 業 拾 遺 】
詩 紀 巻 一 百 八 小 冪 詩 、
寄 碧 玉 詩
漢 魏 六 朝 一 百 三 家 集
【 陳 後 主 集 】 小 冪 詩 、 寄
碧 玉 詩
全 唐 詩 巻 七 七 五 失 題 詩

漢 魏 六 朝 名 家 集 【 陳 後
主 集 】 小 窓 詩 、 寄 碧 玉 詩

澤 蛟于 於 上 彩車 女 肢 香 氣 敕南 留 水 車惜 飛 白 女
1 91 5 1 6 1 7 1 81 0 1 1 1 2 1 3 1 46 7 8 92 3 4 5
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（
注
）

①

李
剣
国
著
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』
下
冊

五
五
五
～
五
六
三
頁
、

南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
天
津
。

②

李
時
人
編
校
・
何
満
子
審
定
『
全
唐
五
代
小
説
』
巻
六
七

一
八
七

〇
頁
、
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
西
安
。

③

元
末
明
初
・
陶
宗
儀
纂
、
搜
鈇

校
正
『
説
郛
』
巻
七
十
八
は

、
「
隋

遺
録
二
巻
全
抄

唐
顔
師
古
」
と
題
し
て
『
隋
遺
録
』
を
上
下
二
巻
に

分
か
た
ず
に
輯
録
し
て
い
て

、
巻
末
に
跋
は
な
い
。

④

こ
の
詩
句
が
、
元
・
林
坤
の
『
誠
斉
雑
記
』
巻
下
（
『
津
逮
秘
書
』

収

）
、
明
・
馮
惟
訥
編
『
詩
紀
』
巻
一
〇
八
、
元
明
間
無
名
氏
の
「
施

仁
義
劉
弘
嫁
婢
」
雑
劇
（
『
脈
望
館
鈔
校
本
』
）
第
一
折
に
も
見
え
る

と
、
金
文
京
「
大
津
皇
子
『
臨
終
一
絶
』
と
陳
後
主
『
臨
行
詩

』
」

（
『
東
方
学
報
』
京
都
第
七
三
冊
二
〇
〇
一
年
）
は
指
摘
し
て
い
る
。

⑤

前
野
直
彬
編
訳
『
六
朝
唐
宋
小
説
選

』
「
解
説

」
、
中
国
古
典
文
学

大
系
２
４
、
平
凡
社
。

⑥

近
年
出
版
さ
れ
た
『
全
唐
五
代
小
説
』
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を

付
記
し
て

お
く
。
こ
の
労
作
を
多
と
し
た
い
が
、
校
定
の
正
確
さ
に
お

い
て
疑
問
を
い
だ
く
と
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
例
え
ば

、
【
校
】

欄
［
五
］
の
校
語
に"

“
「
生
」
、
底
本
作
「
攻
」
、
據
《
百
川
学
海
》

改

”
（
一
八
七
〇
頁
）
と
あ
る
が

、
『
百
川
学
海
』
は
「
攻
」
で
あ
っ

っ
て
「
生
」
で
は
な
く
、
こ
の
校
語
は
成
立
し
な
い

。
「
生
」
と
す
る

文
献
は
、
魯
迅
本
『
唐
宋
伝
奇
集
』
の
み
で
あ
る
か
ら

、
“
據
魯
迅

《
唐
宋
伝
奇
集
》
改
”
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
伝
わ
る
版

本
の
す
べ
て
が
「
愁
魂
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
魯
迅
は
「
愁
雲
」
と
し
、

本
書
も
「
愁
雲
」
と
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
本
書
は
“
正
文
則
以

《
説
郛
》
為
底
本
校
録
”
と
底
本
を
明
記
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
こ
で
は
底
本
を
採
用
せ
ず
に
魯
迅
を
採
用
し
た
む
ね
の
校
語
が
こ
こ

に
は
な
い
。
さ
ら
に
ま
た
、
「
帝
因
曰
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
本
書

の
み
が
「
帝
問
曰
」
と
し
て

い
る
の
は
（
一
八
六
七
頁
）
、
校
正
上
の

見
落
し
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

。

追
記

大
業
拾
遺
記
を
解
釈
し
日
本
語
に
訳
す
上
で
、
現
在
岡
山
大
学
文

学
部
の
招
聘
を
受
け
て
来
日
中
の
王
枝
忠
客
員
教
授
よ
り
、
具

体
的
で
示
唆
に
と
む
指
摘
と
教
示
を
受
け
た
。
氏
は
、
福
州
大

学
教
授
で

福
建
省
政
協
委
員
、
中
国
三
国
演
義
学
会
理
事
等
の

要
職
を
併
任
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
拙
論
は
、
花
園
大
学
文
学

部
・
衣
川
賢
次
教
授
よ
り
受
け
た
貴
重
な
指
摘
に
啓
発
さ
れ
て

準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。
こ
こ
に

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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